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contentsofanalysis
日本の原爆 ドームやポーラン ドのア ウシュヴィソツ=ビルケナウ強制収容所な
ど、歴史的惨劇が起こった現場またはその惨劇に関連づけられる場所は時に観光地
となり多くの人が訪れる。このような 「死や災害、またそれらを連想させる場所を
訪れる行為」は一般的に 「ダークツー リズム」と呼ばれており、我が国においても
3.11東目本大震災や福島第一原発事故を受けて2013年度流行語大賞候補にノミ
ネー トされるなど、その関心はより一層高まっている。
ダークツー リズムにおける訪問者の観光対象の多くは保存 ・修復 された災害遺構
や事件の惨劇をテーマに扱った博物館である。本研究ではそれら建築、特に継承空
間や追悼空間における設計手法を分析し、如何にして惨劇の継承を行っているかを
明 らかにすることを目的とする。
本論文は、研究の背景や分析の視点などを述べた第一章、ダークツー リズムによ
る惨劇の継承にっいてまとめた第二章、建築による惨劇の継承についてまとめた第
三章、ダークツー リズムにおける建築の設計手法について分析および考察を行った
第四章、それらから導かれる結論を論じた結章か らなる。
序章では、研究の背景と目的、対象事例の抽出と分析の視点および分析方法など
基本的事項についてまとめた。
第二章では、ダークツー リズムを概念化 したジョン ・レノンとマルコム ・フォー
リーの著書 『DarkTourism』を参照しながら、ダ 一ー・クツーリズムの概要をまとめた。
またダークツー リズムを構成する立場として「(ツー リズムの)提供者」「訪問者」「被
害者やその関係者」に加え各者に影響を与える 「メディア」の4者 を挙げ、それぞ
れに内在する意識の相違について指摘した。さらにメディアの発達による擬似的な
惨劇の継承が主流になっているとい う今 目的な動向を踏まえながら、訪問者自身の
実体験に基づいた継承を可能にするダークツーリズムの継承性を示した。
第三章では、博物館 と記憶について論じたスーザン.A.クレインの著書 『ミュー
ジアムと記憶』を参照にしながら、建築を介した惨劇の継承や被害者に対する追悼
行為について論 じた。本書のなかでクレインが 「博物館が収集物の貯蔵庫としての
み機能 している」点を指摘したことを問題の切 り口に、ダークツーリズムにおける
建築の 「継承空間」、「追悼空間」、「災害遺構」に着目し、建築 自体の惨劇の継承性
や空間デザインによる訪問者への働きかけの重要性にっいて言及 した。
第四章では、事例分析に基づきダークツーリズムにおける建築の設計手法につい
て分析および考察を行 う。段階的な分析を進めるため、①事件現場 と実際に建物が
建て られた場所 との関係を分析する 「敷地」、②その敷地における建物や慰霊碑、災
08 AnAnalysisonDesignMethodofDarkTourlsm
contentsofanalysis
害遺構の位置関係 を分析する 「配置」、③建物の概形やファサー ドに用いられている
手法を分析する 「外観」、④ダークツーリズムにおける建築の継承空間および追悼空
間に用いられている手法を分析する 「空間」の4項 目に分割した。①「敷地」では事
件現場と建設敷地との関係性のレベルによってダークツーリズムにおける建築の性
質が変化 し、またその関係性を向上させるために他のコンテクス トを援用 している
こと、② 「配置」では連鎖的利用を促すために公園などと隣接 させた り、継承空間や
追悼空間、慰霊碑、災害遺構の配置の棲み分けが行われていること、③「外観」では
概形やファサー ドにおいて惨劇の内容を表象もしくは周辺環境との合理性を獲得す
る設計手法が用いられていること、④「空間」では継承空間においては惨劇の内容を
表象 した り状況を再現する設計手法、追悼空間については空間形状や内装材によっ
て訪問者の追悼の念を喚起する設計手法が用いられていることが分かった。
結章では、前章までの考察とウクライナで起きたチェルノブイ リ原発事故におけ
る観光地化に触れながら、ダークツー リズムにおける建築による継承性について総
合的に評価する。第四章において抽出された設計手法は、①事件を表象することで
継承性を高める 「継承的手法」、②訪問者の追悼意識を喚起することで悲しみを共有
する「追悼的手法」、③連鎖的利用の促進などツーリズムとい う商業性を確保する「商
業的側面」、④不合理な要素を補い建築的な合理性を確保する 「調和的側面」の4つ
に分類でき、これらの手法は建築を構成する部位によって使い分けられることを導
いた。
また我が国では東 日本大震災や原子力発電所事故を経験し、その惨劇をどのよう
に継承 していくかが広く議論されているが、同様の議論は1986年4月26日のウク
ライナのチェル ノブイ リ原発事故においても為 されている。当現場は観光地化に
よって多くの観光客を呼び寄せたことで有名であるが、同時に事件の商品化、嫉小
化といった問題も指摘 された。これ らか らダークツーリズムにおける建築は優れた
建築設計だけでなく、周辺を取 り巻 く倫理的な問題も含めた総合的なデザインが求
められることを展望 として述べた。
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第一章 序章
introduction
1-1研 究 の 背 景 と 目的
1-2分 析 の 視 点 と方 法
1-3事 例 の 抽 出
introduction
1-1研究の背景と目的
原爆 ドームやアウシュヴィッツ=ビ ルケナウ強制収容所な ど、歴史的惨劇が起
こった現場またはそれに関係する場所は時に観光地とな り多くの人が訪れる。 この
ような 「死や災害、またそれ らを連想させる場所を訪れる行為」は一般的に 「ダー
クツー リズム」と呼ばれてお り、ジョン ・レノンとマルコム ・フォー リーの著書
『DarkTourism』によって概念化 された。我が国においても3.11東日本大震災や福
島第一原発事故を受けて2013年度流行語大賞候補にノミネー トされるなど、その
関心はより一層高まっている。
ダークツーリズムにおける訪問者の観光対象の多くは保存/修 復された災害遺構
や事件の惨劇をテーマに扱った博物館などである。スーザン.A.クレインが著書
『ミュージアムと記憶』の中で 「ミュージアムは記憶を展示物 として保存し、記憶
を固定化する。そこで為される主観性 と客観性の衝突はミュージアムと記憶の間に
新しい関係性を創出する」 と述べているように、博物館は記憶の継承において需要
な役割 を担ってお り、ダークツー リズムにおける建築設計はその継承を生成するた
めのひとつの方法であると言える。
そこで本研究ではダークツーリズムにおける建築の設計に関わるコンテクス トや
それか ら為された設計手法について分析を行 うことで、如何にして事件の惨劇や悲
しみの継承を行っているかを明 らかにすることを目的とする。
原爆 ドー ム
ア ウシュビッツ=ビ ルケナ ウ強制収容所
薯 書 『DARKTOURISM』
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i皿troduction
1-2分析の視点と方法
本論文ではダークツー リズムにおける建築の形成に関わる設計手法に焦点を当て
ている。そこでまずダークツーリズムにおける建築設計手法を決定するコンテクス
トを第2、3章 でまとめた。そして、それ らを基に各事例に関する書籍や ウェブサ
イ トなどの言説から設計手法を抽出し、分析および考察を行った。
第一章
【序論】
/ ＼
第二章
【ダークツーリズムによる継承性】
第三章
【建築による継承性】
↓
ダー クツー リズ ムにお ける建築設計
手法 を決定す るコンテ クス トを導 く
第四章
【事例分析1
↓
ダー クツー リズムにおける建築に関わる
設計手法の抽出および分析 ・考察
結章
【総括 と展望】
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introduction
1-3事 例 の 抽 出
惨劇をテーマに扱った博物館や追悼施設で、観光地化 されてお り、かつ分析すべ
き建築的特徴を持った新築17事 例、保存された災害遺構2事 例、改修された建築
1事例の計20事例を抽出し、建築情報と災害情報をまとめた。
また各事例の建築的詳細については末尾の資料編を参照のこと。
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第二章 ダークツーリズムによる継承性
successionbvDarkTourism
2-1ダ ー ク ツL・一一リズ ム の概 要
2-1-1定義
2-1-2起源
2-1-3生成過 程
2一レ4近 年 の 動 向 と諸 問 題
2-2事 件 との 関連 度
2-3継 承性
successionbyDarkTourism
2-1ダ ー ク ツL-・一・リ ズ ム の 概 要
2-1-1定 義
ダー クツー リズムは2000年にジ ョン ・レノンとマル コムフォー リーの著書
『DarkTourism』によって概念化されたが、これ より以前にも研究は為 されており、
類似した言葉や定義が散在している。代表的なものを以下に記載する。
Rojek.1993
【観 光地 に潜 む 「負」 の部 分を示 す】
ブラ ック・スポ ットとい う新 たな用語 を導入 し、
来訪者向 けの観 光地 に潜む邪悪 な部 分を示 そうと
した。 実在 す るプ ラ ック スボ ッ トと して、① 死、
あ るいは複数 の死 を示 す場所、② 災害現 場 や薯名
人 が死ん だ場所 を挙げ、 これ らの場所 を訪 れメ ッ
セージを残 したりす る行為に言及。
Seaton.1996
【中世 の巡札 とい う伝統 に遡 り意味.拡張】
中世の聖者 の殉教 や埋葬地へ の巡 礼な どに見 ら
れ る 「死、 それも凶暴 な死のあ ると ころに居 合わ
せ たい」とい う願望 に動機 づけ られた旅行 を指 す。
ここで は場 のあ らゆ る特徴 よ りも主体 の動機 に関
連づけ られてお り、最 も大 きい形懇 は人 々が一般
化 され た死 に魅 了され たとい う動機 で ある。
TunbridgeandAshworth.1996【加 害者側 と被 害者側 との不協和音 を示 した】
語 られるべ き歴 史や解釈 の形慈 におけ る不協和
音、相互理解 のない事案が体現 されてい る遺産 に
つ いて研 究 し、 その残虐行為 を分 類 した。 これ ら
人類 の トラウマ的な惨劇 は被 害者 と加 害者 との悶
の謁1賎の差異な どの問題 を指摘 した。
Rojek.1997
【メデ ィアに よる速隔体験 に言及】
ブラック ・スポ ッ ト。ッー リズムにつ いて現代
的 な死 を対 象と したセンセー シ ョン ・サイ トを範
疇 に含 め る定義へ と改善、 またメデ ィア の発展 に
より、遠 隔地か らも容 易にその惨劇 を試聴で き る
ようにな り、実際 の現場 を訪 れ るよ りも高次 な体
験 を可能 に した ことに言及。
【現代的な死】
原子力爆弾、大規模公害、原子力発
電事故など産業開発や技術使用の倫
理性を問う大量死など
LennonandFoley.2000
【ダー クツー リズ ムはボス トモ ダンの産物】
ユダヤ入大虐殺 におけ る計 画性 や タイ タニ ック
が沈没 した際 の技術 の失敗 な どが 示唆す るのは、
近 代性 が社会 を導 くものではな いとい うこと。 さ
らにボス トモ ダン文化 に内在 した消 費は、 ダー ク
ッー リズ ムが死 の商品 として、訪 問が その商品を
開発 す る行為 として認 め る商業的倫 理を問 うた。
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u擶
UniVerSityOfCentralLanCaShire
【セ ン トラル ・ランカ シャー大学 】
イ ギ リスの ランカ シャー州、プ レス
トンに拠 点 を置 く公立 大学 であ る。
ダ ー ク ツ ー リ ズ ム 研 究 機 関
(INSTITUTEFORDARKTOURISM
RESEARCHlIDTR)を設 立 してお り、
ダー クツー リズム研 究におい て有名
なフィ リップ ・R・ス トーンが事務局
長 として在籍 している。
これら多くの言葉や定義の中でダークツー リズムは最も世界に普及 した言葉であ
るといえる。ダー クツー リズム研究の第一人者であるJohnLennonとMalcolm
FQleyは著 書 『DARKTOURISM』に お い て
うに定 義 して い る。
「商品と消費」 とい う視点から以下のよ
【thephenomenonwhichencompassesthepresentationandconsumptio理
　
(byvisitors)ofrealandc◎㎜odifieddeathanddisastersites。】1
　
「現実および商品化された死と災害現場を巡る、i
　
(提供者による)提示と(観光者による)消費を包括する現象」:
?
??
???
??
?
'ん
ま たuclan;Universityofcentrallancashire(セン トラル ・ラ ン カ シ ャー
大 学)のInstituteforDarkTourismResearch(ダー ク ツー リズ ム 研 究 機 関)で
は 以 下 の よ うに簡 潔 に定 義 して い る。
【Darktou1'ismistraveltositesofdeath,disaster,ortheseeming1Y, 　
macabre.]1
;
「ダー ク ツー リズ ム とは 死 や 災 害 、死 を連 想 させ る場 所 を訪 れ る行 為 エ
μ一
さらに観光学者である井出明氏がこれ らの定義に対し、以下の補足を加えている。
【井出捌
観光学者 、ダーク ツー リズ ム研 究の
日本に おけ る第 一人者 であ り、追手
門学院 大学大学院経 営学研 究科准教
授
http;〃genr。n-t・匝n kai.tmblr.c。nd
post/94ユ45697695
【ダークツー リズムの根源的意義は悲 しみの継承にあるため、学習そのものが目的
し
ではない。その場所に訪れたいという率直な気持ちに従ってよい】
L
これらより本論文においてはダークツーリズムの定義を"駕'睡 鰯曙醸璽酷自約
は蹴 ジ灘 難 灘 讐霧 購 纐襲 櫨搬難 舅藻.1、 襯,醗 する。
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2-1-2起源
レノンとフォーリーによれば、ダークツー リズム自体は決して新しい概念ではな
く、中世頃に行われていた聖者の殉教や埋葬地への巡礼を起源 とし、現代的な死
一 原子力爆弾、大規模公害、原子力発電事故など産業開発や技術使用の倫理性を
問 う大量死 一 に対する集団的な追悼行為へ と変遷 していく。また彼 らは、その現
代的なダークツーリズムの出発点として1912年のタイタニック号の沈没を挙げて
いる。
噂 「 顕 郵
1∴ ・ 轟=
(
rS・噺,'・
.楢鞍
【タイ タニ ック(RMSTitanic>】
20世紀初頭に建造 された豪華客船 で
ある。処女航海 中の1912年4月 正4
日深 夜、北 大西洋 上 で氷 山に接 触、
翌 日未 明にか けて沈没 した。 犠牲者
数は乗員乗客合わせて1,513人(様々
な説 がある)で あ り、当時世 界最悪
の海難 事故 であ った。そ の後、映画
化 され るな どして世界的 にその名 を
知 られてい る。
http://ja.wikipedユa.org/Vlkl/
タイタニソク_(客船)
当時(1912年)の追悼風景 2012年カナダでの追悼風景
100年経 過 した 今で も、被 害者へ の追悼は行 われ
てお り、 ダー クツー リズムに よる惨劇の継承 が為
され ている証 でもある。
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2-1-3生成 過 程
事件発生か らダークツ 一ーリズム生成までの過程を図3に 示 した。ここでは追悼の
場となった事件現場がメディアによって取 り上げられ、それに喚起された訪問者が
増加し、彼らを受け入れる博物館が提供 されるという経過を一連の流れとして捉え
て い る。
http=//je.▼ikipedia.org/wユki/
ア メリカ同時多発 テロ事件
↓
http://ja.▼ikipedユa.org/viki/
ア メリカ同時多発 テロ事件
↓
主として事故の被害者やその遺族、関係
者の訪問 と、その人たちの集団的な追悼
の場 として機能する。
その追悼対象は遺構や遺品などである。
http=//erticle.VtUC(rm/vie鳶ノ2014/09/08/
01}e_Vorld_Trade_Ceロter_hoマr_Ne▼_冒York_
tried_tq_rebuiユdjt乳5σu/
↓
事件の詳細な情報や遺族たちによる追悼
光景が世界中へと公開される。
http;//MF.stevespakco煽〆fユres/
rDanhattan/-tc17.ht口塵1
↓
この報道に喚起され、また死に魅了され
た観光客が押し寄せる。ここでは訪問者
の観光意識と関係者の追悼の場としたい
という認識差が生まれてくる。
http://norberthaupt.com/20ユ1/10/02/
▼orld-trade-center-tDemQrユelノ
↓
観光客が増加すると、彼らを対象にした
ガイ ド行為は発生する。主に事件の関係
者などがそれに従事する。
↓
時間が経つにっれて事件に関する情報の
収集や遺品の回収などが成熟する。
vvv.91ユrneliprlal.。rg/
それらを保存、公開する博物館的施設が
挺生する。
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2-1-4近年の動向と諸問題
人為的に引き起こされたホロコーストやテロリズム、自然が猛威 を振るう大地震
や異常気象、世界中で発生する未曾有の大事件やそれに伴う大量死の頻発によって、
それらを観光資源としたダークツーリズムは増加 していく。 レノンとフォー リーは
ダークツー リズムの認知とその増加について以下のような原因を指摘 している。
①メディアによるダークツー リズムへの関心の創出
②対象となる惨劇は現代技術における合理性や信頼性への疑い(タ イタニ ソク号沈
没、ユダヤ人虐殺の合理的計画、原爆、都市を襲 う自然災害、産業開発による大規
模公害、原子力発電事故など)の念を引き起こす
③訪問者に対 して教育的な体験が提供されているとともに、体験の商品化とい う現
象が社会全体に受け入れられている
しか し、そこには提供者側と訪問者側との認識の相違が発生する。 「提供者」は
犠牲者の遺族やその関係者、支援団体などが含まれていることが多いが、彼 らは事
件現場を静かな追悼の場として保存したいと考えている。対 して 「訪問者」はあく
まで事件現場に観光したいと考えてお り、適度の商用化や利便性、快適性を求めて
いる(Urry)。同様に、認識の差は 「加害者」と 「被害者」の間にも存在 し、それ
ゆえ絶 えずダー クツー リズムの解釈 が変更 され、争 われてい る(Ashworthand
Hartmann)。
これらからダークツー リズムを構成する立場として「(ツー リズムの)提供者」「訪
問者」「被害者やその関係者」、さらにそれ らに影響を与える 「メディア」の4者 を
挙げれば、各立場におけるダークツー リズムに対する認識の違いが確認できる。
継承施設
提供者 ト輩>i訪 問者 ト箪
【ジ ョ ン ・ア ー リ(JohnUrry,1946
年 一)】
イギ リスの社会 学者。現在 、ランカ
スター大学社会学科教授(デ ィステ ィ
ングイ ッシュ トプロフェ ッサー)。観
光社 会 学の 研 究や 移動 の社会 学 に
よって世界的に知 られてい る。
http:〃en。帆kユpedユa.orgんユkユ/
John_Urry_(sociologlst)
被害者??
?
?
?
?
?
?
?
?
メディア
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また多くの研究者が共通して危惧 している問題として真正性(オ ーセンティシ
ティAuthenticity)の欠如による 「惨劇の商品化と倭小化」を指摘 している。例え
ば惨劇が起こった現場 とは地理的 ・文脈的に全く関連の無い場所での観光者向けア
トラクションはその真正性に欠けるであろう。
?
?
?
?
??
?
「
?
?
㌧
?
「
譲' ?
?
ア メ リカ合衆 国
ホロコー ス トミュー ジアム
1L
墜.』改
?
「
脳LPt【P髄「用'▼`"㌧ 一-T'-r.の 亀Pt
　 め ゆれ ら そり 　らへ 　　 ら れ 　 　 げ ね 　へ の
般耐 墾桝 鷲;1,葡,謬
五 ホ ロコー ス トとは関係の ない場所 に
設 け られ た この ミ ュージ ア ムでは 、
観 光 としての要素が強 く、「惨劇 の商
用化、爆 小化」が 目立 つ一方 で、惨
劇 を継承 す る上 では需要 な教 育的指
向の強い施設で あるとい える。
さらにメディアの発達と報道に関する問題も存在する。過度なメディアの競争、
情報戦争による内容の信懸性の欠如や情報機器の導入により現場に訪れなくとも間
接的な疑似ダークツー リズムを体感できるようになったことによる継承性の弱体化
などである。
http=//prh&55hiロ.co双ゾblo9/311hodo http;ノノvvv.youtube.c㎝/retch?v=《)ZTBstuO2v
《東日本 大震 災にお ける報道》
メデ ィア自体の情報の信悪性や擬似 的な ダー
クツー リズムに よる継承性 の弱体化が懸念 され
る一方 で、現代 的な継承 の形 の一つで あるとい
える。
灘 騨 韓禰 鱒灘 灘継醐ew藤蓼
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2-2事件との関連度
様々なダークツー リズム研究において、観光客の訪問意図やダークサイ トの特性
による 「死に関わる度合い、レベル」を評価するための指標を示している。この指
標は訪問者の死への関わり方やダークサイ トの観光特性、建築特性などを分析する
ために、重要な要素であるといえる。
《訪問者の興味の深 さによる指標》
RICHARDSHARPLEYは、旅行者のダークツーリズムへの興味の深 さとそれを提供
する度合いについて4つ に分類している。
低
高
Paletourism(ペー ル ツL・・一リズ ム)
ほ ど、 死 につ い て も興 味 が あ る わ け で は な い が 、偶 然 訪 れ た 場 所 が そ 咳
母eサto爺isゴ罷温灘 てグジーシーi∫弐ムあ需要)噛 「'『 一『翌
について多少の興味を持っており、無意識に訪れた場所がダークツー り
、ムの
Greytourismsupply(グレー ツー リ ズム の 供 給)
に ま つ わ る場 所 で あ るが 、 死 自体 が メイ ンの 観 光 資 源 では ない 。
に関心のある観光客にそのような体験をさせることにより訪れ る観光 .
満足させる。
絃
【RI〔:HARDSHARPLEY】
観 光 の 教 授 と して2007年 に ラ ン カ
シ ャ ー ビ ジ ネ ス ス ク ー ル に 在 籍。
PhiユipR.Stoneと 共 著 『THE
DARKERSIDEOFTRAYEL』を 出 版。
http=//IVVIv.uclan.eC.uk/staff_profiles/
professor_richard-sharpユey.php
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【PhiユipR.Stone】
経 営 学 、 死 生 学 、観 光 学 分 野 に お け
る博 士 号 を取 得 してい る。ダ ー ク ツ ー
リズ ム に お け る メ デ ィ ア コ ン サ ル タ
ン トを設 立eRichardSharpleyとの
共 著 『THEI)ARKERSIDEOFTRAVEL』
を 出版 。
http://….uclan.ac.uklstaff_profiles/
phi11ユP_stone.php
《ダ ー クツー リズ ム の 特 性 に よ る指 標 一ダー ク ツー リズ ム ・スペ ク トラ ム ー 》
フ ィ リ ッ プ ・R・ス トー ン(PhilipR.Stone)は「死 と の 関連 度 」 を 評 価 す る た
め の9つ の 指 標 を設 定 した 「ダ ー ク ツー リズ ム ・スペ ク トラ ム 」 を提 唱 してお り、
関連 度 が 「Lightest」に 近 づ くほ ど死 の生 々 し さは 薄 れ て い き 、 「Darkest」に近 づ
くほ ど増 して い く。 例 え ば ア ウシ ュ ビ ッツ=ビ ル ケナ ウ 強制 収 容 所 で は 当 時 の現 場
と建 築 物 、被 害 者 の 遺 品 な ど が完 全 に保 存 され て お り、こ の場 所 に お け る ダ ー クツ ー
リズ ム は事 件 と の 関連 度 は 非 常 に 高 い と言 え る 。
Higher.
politicalinfユuence&ideology
[高 い 政 治 的 影 響]
Siteofdeathandsuffering
[死 や 苦 痛 の 現 場]
1
?
?
Lower
politicalinf11ユence&ideology
[低 い 政 治 的 影 響]
Siteassociatedwithdeathand
suffering
[死 や 苦 痛 に 関 わ る 場 所]
D;辱lL-1 Dal・ker Dark Light Lighter Lightest
EducationorientatiQn
[教 育 的 志 向]
3
Entertai㎜entorlentatlon
[娯 楽 的 志 向]
Historycentric
(COnServatiOn/COmmemOrative)
[歴 史 中 心(保 護/記 念 的 価 値)]
4
Heritagecentric
(co㎜erCial/rOmantiCiSm)
[遺産 中 心(商業 的/ロ マ ンテ ィシ ズ ム刀
Perceivedauthenticproduct
lnterpretatlon
[真 実 を そ の ま ま 解 説]
5
Perceivedinauthenticproduct
lnterpretat10n
[真 実 を 脱 却 し て 解 説]
Locationauthenticity
[本 物 の 場 所]
6
Non-10cationauthenticity
[本 物 の 場 所 と は 限 ら な い]
Shortertime-scalefromthe
event
[出 来 事 か ら の 経 過 時 間 は 短 い]
7
Longertime-scalefromthe
event
[出 来 事 か ら の 経 過 時 間 は 長 い]
SUPPly
(non-purposefulness)
[意 図 的 な 供 給 で は な い]
8
SUPPly
(purposefulness)
[意 図 的 な供 給]
Lowertourisminfrastracture
[ツ ー リ ズ ム イ ン フ ラ整 備 が 脆 弱]
9
Highertourisminfrastracture
[高度 な ツ ー リ ズ ム イ ン フ ラ整 備]
,襲薯書rTHEDARKERSIDEOF丁RAVEL』121より琴1用
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2-3継 承 性
ダークツー リズムは観光という形式を用いることで集客性や経済性を担保 してい
る。また トニー ・ウォルターの言説において、ダークツーリズムは惨劇の歴史と悲
しみを継承する仲介役であり、死の生々しさを軽減する緩衝剤になると指摘 してい
る。 さらにメディアの発達によってその場に居合わせなくても擬似的な惨劇の継承
が可能になった現代において、ダークツーリズムは実際の事件現場において死を体
験することにその重要性がある。ダークツーリズムは 「商業性」を担保し、死に対
する 「緩衝剤」 としての役割を果たし、「実体験」に基づいた惨劇の継承を提供す
る観光形式であると言える。
圃 醜 圏圏 國 團■國 團 ■懸}s-'ウ ォルター/To"ywalte「
↓
商業性を
担保
死に対する
緩衝剤
1948年生 まれ。 バース大学の 死と社会
セ ンターのセ ンター長。死生学、 と りわ
け死の社会 学の第一人者。
「壷]「_繊 で、な__
↓
」 ダー クッー リズ ムは生 と死 の間にあって
ス クリー ン、 もしくはクッシ ョンの投割
を果 たした形で人 々の死 につ いて知 る こ
とがで きる」
而.1.u-tokyo,ec.jp/d15/pdf/1411ユ9.pdf
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第三章 建築による継承性
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3-1ダ ー ク ツー リズ ム にお け る建 築
3-1-1定義
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3-3遺 構
3-4継 承 性
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3-1ダ ー ク ツ ー リズ ム に お け る 建 築
3-1-1定義
第二章で示 したダークツー リズムの定義に従い、以下の4つ をを 「ダークツーリ
ズムにおける建築」として定義する。
①惨劇の痕跡を残す 「遺構」
②惨劇をテーマに扱った 「継承施設」
③死者のための[「追悼施設」
④追悼や記念、復興のための 「モニュメン ト」
【ダークツー リズムの定義】
(視光や学習など目的は問わない)
死や災害、またそれ らを連想 させる
場所を訪れる行為
ダー クツー リズムにお ける建築
遺構
人為 災害や 自然 災害にお ける遺 構
継承施設
戦争 、軍事、虐殺 、平和、犯罪な ど死を連想 させ る博物館
追悼施設
事件の犠牲者に対して集団的追悼を捧げる施設。
モニ ュメ ン ト
慰霊碑/追 悼碑/(災害)記 念碑/復 興碑
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3-1-2諸問題
《遣構》 南三陸町の防災対策庁舎に見られるように、遺構についてはそれ 自体を
保存するかどうかがの問題が発生する。これは被災者やその関係者は災害遺構は
惨劇 の悲 しみを想起 させるものとして忌避 されている可能性がある一方で、適切
に保存 し惨劇を継承しようと考えている人 も存在するとい うことである。
【東 日本大震災】
2ell年(平成23年)3月11日(金)
に発 生 した東北地 方太平洋 沖地震 と
それ に伴 って発 生 した 津波、お よび
そ の後 の余震 によ り引 き起 こされた
大規模 地震災 害。 この地震 によ って
福 島第一原子力発 電所事故 が起 こっ
・-d「㍗
左)災 害前vvv.bo-sei.co.jp/higeshユnihondaishinsai.htmユ
素 日本 大震 災 写真 リポー ト 〔レポー ト)撮 影山村武 彦
右)災 喜後ja帆kipedia.。rgんiki/南三陸 町防災対策庁舎
東 日本大震 災に おける津波 に よ り、骨組 み のみ と
なった防災 対策庁 舎にお ける保存 か解 体か をめ ぐ
る間題 は現在 も続 いている。
当初は保存 する予定だったが、2013年9月に町
長 は 「庁舎の存在が復興事業の支障にな る」と述べ、
「災害を継承す るモニュメ ン トと して残 したい」 と
い う意 向 と対 立 している。その後、2013年12月に
開催され た第1回 宮城県震災遺構有識者会議で 、「震
災遺構 の対象 となる施設」 とな る県内14施 設 の1
っ となったこ とで、保存意向が高 まってい る。
《継承/追 悼施設》 スーザン.A.クレインの著書 『ミュージアムと記憶』におけ
る言説において、博物館が歴史を記憶する収集物の最終的な貯蔵庫としてのみ機能
していることを危惧 している(引 用)。またダークツー リズムにおける建築による
極度の観光地化は、対象事件の商用化という倫理的問題も孕んでいる。
【スーザンA.ク レ 一ーン】
ア リゾナ大学の近代 ヨー ロッパ史の
助教授。彼女 は今後 の歴史資料 にお
け る収集 と認識 にっ いて の薯 書 を多
く出版 している。
w▼.sup.org/b◎oks/tユtユe/?id=335
《引用》
建 築 とい う形 態 に よ って 記 憶 を 支 え て き た
ミュージ アムは、オ ブジ ェが たえず イ メージに 変
換 されて い く時代 に合 って液状 化 してい る。 もは
や時 間とい う概念か らは記憶 に関わる ことはな く、
文化遺産 の最終 的な、ヴ ァーチ ャルな永遠 の保 管場
所 か ら、 一つ の容器 へ と、 一種 の暫 定的 な倉庫 へ
と自らを変容させたのであ る。 ※ 著書 『ミュー ジアムと記憶』P39より引用
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3-2空間による喚起
《死生観》 ダークツー リズムではあくまで生と死に関連 した場所を観光することに
なる。ゆえに訪問者自身の死生観の介入を避けては通れない。死生観が宗教、哲学、
国、人種、世代、性別などで異なる解釈を持つのと同様に、ダークツー リズムにお
ける死についても個定化された解釈を必要とするわけではない。事件の内容や被害
者の死についての解釈は、あくまで訪問者自身にゆだね られており、む しろダーク
ツーリズムではそれを許容、推奨している。
《追悼行為》 そしてこのことはダークツー リズムでは 「自身のみの思考領域内にお
ける追悼行為」の重要性を示唆している。これはメディアなど他の外的圧力から断
絶 された、自身のみの経験に基づく死生観の保持や被害者への追悼行為と言える。
《喚起》 ダークツー リズムにおける建築では単なる人文科学系、自然科学系の博物
館などと異な り、惨劇の歴 史と悲しみの記憶を 「継承」 し、被害者の死を 「追悼」
する空間を提供する役割を担 う。そしてこれら継承空間や追悼空間では、訪問者自
身の死生観が重視され、また追悼行為が喚起される必要がある。
ミュー ジア ムは、主観性(subjectivity)と客観性(objectivity)が衝突す る唯一 の場で はない
が、 おそら く、 と りわ けそれを喚起 させ る場 であ るだろ う。 しか し、 この衝 突は破壊的 なも
ので はない。粒子加速器 の中で引 き起 こされ る反応 の ように、 私的な もの と公的な もの、個
人的 なものと組織的 なもの、主観 的な ものと客観的な ものの間の一連の衝 突は、 ミュー ジァ
ムと記憶 の聞 に新 しい、極 めてエ ネルギー に満 ちた関係性 を創 出する。
著書 『ミュー ジアムと記憶』p15
このクレインによる言説における 「新しいエネルギーjが まさに 「自身の思考領
域のみに関係付けられた追悼の念による洗練された継承/追 悼行為」ならば、ダー
クツーリズムにおける建築は 「主観性と客観性の衝突/融 和」を引き起こす装置で
なければならない。っまり客観的な合理性のもと体系的に構成 されたダークツー リ
ズムにおける建築が訪問者 自身の思考領域である主観性に影響を与えることで、質
の高い継承と追悼が生成されるのである。
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《継承空間と追悼空間》 ダークツーリズムにおける建築の特徴的な空間として、①
惨劇の記憶や悲 しみの継承する継承空間② 被害者への追悼を行 う追悼空間が挙げ
られる。これらの空間では建築設計によって訪問者の継承/追 悼行為を喚起 してい
る。例えばヤ ドヴァシェム ・ホロコース ト・ミュージアムの継承空間では壁の傾き
によって訪問者の継承行為を、追悼空間では被害者の顔写真が無数に配置 された円
形コーン型構造物が訪問者の追悼行為を喚起している。またアルメニア人虐殺の記
念碑では慰霊碑を用いることで、追悼行為を引き起こしている。
【モ シ ェ サ フ デ ィ 】
1938年7月14日 生 まれ 。 カ ナ ダ/
イ ス ラ エ ル/ア メ リカ で 活 躍 す る 建
築 家 、都 市 デ ザ イ ナ ー 、教 育 者 、 理
論 家 、 お よ び 薯 者 で あ る。 代 衰 作 に
habita67、ヤ ドヴ ァシ ェ ム ・ホ ロ コー
ス ト ・ミュ ー ジ ア ム 。
http://erLvikipedユa.org/
viki/Moshe_Safdie
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中心軸線やその両側に配置 された継承空関を巡
り、最後に追悼空関を体験するという動線計画に
よって、継承から追悼への精神の移行が設計され
ている。各空間は壁の傾きやコンクリー トの素材
感、反復的に配置された被害者の写真などによっ
て訪間者の継承、追悼行為を喚起している。
ヤ ドヴァシェム ・ホ ロコー ス ト・ミュー ジアムにお ける継承 空間 と追悼 空聞
アル メニア人虐殺 の記 念碑 にお ける
慰 霊 碑 は12の コ ン ク リー トヴォ
リュー ムで構成 されたお り、これは
失われた12の町 とい う追悼対象 を視
覚化 している。
追悼空間において追悼対象を慰霊碑によって視覚
化 し、訪問者の追悼行為を引き起こしている。
アルメニア人虐殺のための記念碑
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3-3遺 構
ダークツー リズムにおける遺構は当時の状況や被害の痕跡を継承する重要な資料
であり、適切に保存 される。またダークツーリズムにおける建築設計において遺構
の存在は熟考されるべきコンテクス トである。
広島平和記念資料館では遺構が軸構成の起点に、アリゾナ記念館は沈んだ遺構の
真上に建設され、ワール ドトレー ドセンター跡地では破壊 されたビルの基礎部分を
遺構として保存 した うえで商業性を担保するための高層 ビルが建設されている。ア
ウシュビッツ=ビ ルケナウ強制収容所では敷地や建築自体の高い継承性ゆえに完全
保存され、エディンバラ ・グラスマーケットでは保存された遺構が町に溶け込み、
景観の一部となっている。
No.7広島平和記念資料館
【軸線の一部】
遺構 までの視 線を確 保するために資料
館 は ピロテ ィ化され 、 さらに遺 構が建築
の軸線構成 要素 となってお り新築部分、
慰 霊碑 、遺 構が一直線で結ばれ てい る。
No.9ア リゾナ記念 館
【追悼 対象 として】
沈んだ戦艦 を保存、且つその上 に追悼
施設 を新築。戦艦に向 かって花 を手 向け
追悼す る。
34 AnAnalysisonDesignMethodofDarkTourism
successionbyarchit㏄tu二re
M.13ワ ール ドトレー ドセ ン ター跡地
【商業性 とのバ ランス】
経済性 の高 い敷地 の利用 を考慮 し、 ビ
ル の基礎 を遺構 と して保 存 し高層 ビルを
建設。
M18アウシュビッツ=ビルケナウ強制収容所
【完全保存】
多くの犠牲者を現場である敷地や建築
自体を高い継承性を持った遺構として保
存。
M.19エ デ ィンバ ラ ・グ ラスマー ケ ッ ト
【町 と同化】
処刑の際 に使用 された設備 な どが町の
一部 と して 至る所 に保存 され ている。
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3-4継承性
《遺構》 当時の惨劇 を物語る唯一のものとして、適切に保存することで事件現場
や遺構 自身の持っ高い継承性 を保持 している。
《継承/追 悼施設》 ダークツーリズムにおける建築、特に博物館についてはクレ
インが著書『ミュージアムと記憶』の中でルー トヴィヒ・カテルの言説を紹介(引用)
しているように、「収集物の貯蔵庫として機能すること」に加 えて 「建築 自体が惨
劇を物語る重要な資料であること」が重要である。また訪問者の継承/追 悼行為を
喚起することで、記憶の継承を高めてい く。そ してそれ らは建築設計によって獲得
される可能性がある。
【引用】
(そ れぞれの学問 における展示 方法 は様 々
であ るがと りわけ)建 築芸術 は ミュー ジアム
の建物 の それ 自体 に よ って表現 されな けれ
ばな らず、模型 や機械 や様 式 を示す 断片 が
補助 資料 と して展 示 される。 ミュー ジ アム
は こう して、歴 史 のモ ニ ュメ ン トと して ば
か りでな く、 そ れ自体が 一つ の芸術作 品 と
して も有益であ る。
※ 著書 『ミ=一ジアムと記憶』P31より引用
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第四章 設計手法の分析
AnAnalysisonDeslgnmethod
第 四 章 事 例 分 析
4-1は じめ に
4-2手 法 分 析
4-2-1敷地 と事 件 現 場
4-2-2配置 計 画
4-2-3外観
4-2-4継承 空 間 と追 悼 空 間
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4-1は じめ に
段階的な分析を行 うため、分析段階を以下の4つ に分割する
①事件現場と実際に建物が建てられた敷地との関係を分析する 「敷地」
②その敷地における建物や慰霊碑、遺構の位置関係を分析する 「配置」
③建物の概形やファサー ドに用いられている手法を分析する 「外観」
④継承空間および追悼空間における手法を分析する 「空間」
博物館
③外観
?
?
?
?
④空間
①敷地
概形
遺 構 一:
敷
現場ツ
慰
②配置
手法分析の区分
前 章 まで の考 察 をも とに ダー クツー リズ
ム にお け る建 築 を構 成 す るコ ンテ ンツ と
して、事件 との 関連性 を左右 す る 「敷 地、
事件現 場」、事件内容 の表象 が求 め られ る
「建築 の概 形、 フ ァサー ド」、訪 問者 の継
承/追 悼行 為 を喚起す る 「継承 空間 、追
悼空 間」、建 築設計 にお いて重 要な要素 と
な る 「遺構」、 さ らに抽 出 した事例 の 多 く
に 見 られ る 「慰 霊碑 」を 取 り上 げ、 これ
らの設 計手法や 関係性 を分析す る。
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4-2手法分析
4-2-1敷地と事件現場
各事例について敷地と事件現場の関係を以下の3段階で評価 した
①敷地 と事件現場が一致した 「合致」、
②敷地が事件現場における都市内である 「近接」、
③敷地が事件現場における国や都市ではない 「遠方」
各事例における事件現場と敷地
形態 No.事件現場 敷地 勘 近接 合致
国名 都市(町) 国名 都市/詳細 近接 現場
新築
1 ホロコースト関連国 ドイツ ベルリン/フクロイツベルク区
国 都市
一
一
2 ホロコースト関連国 ドイツ LowerSaxony州/OsnabrUck
3 ホロコースト関連国 ドイツ ベ ル リ ン/Cora-Berliner.StraBe
4 ホロコースト関連国 イスラエル エルサレム/ヘルツルの丘
5 ホロコースト関連国 アメリカ カリフォルニア/ロサンゼルス
6 西アルメニア全域 アルメニア エ レバ ン 匿
■
1
-
一
一
1
7 日本 広島県 日本 広島県/広島市
8 日本 長崎県 日本 長崎県/長崎市
9 アメリカ ハワイ アメリカ ハワイ州/オアフ島真珠湾
10 カナダが関わった戦争地 カナダ オンタリオ州/オタワ ー
11 日本 神戸市 日本 兵庫県/神戸市
12 インドネシア アチェ州 インドネシア アチェ州/バンダアチェ
13 アメリカ ニ ュー ヨー ク アメリカ ニ ュー ヨー ク/マンハ ッ タン
14 アメリカ ニ ュー ヨー ク チリ サンティアゴ/ビタキュラ
15 スペイン マ ドリー ド スペイン マ ドリー ド/アトー チ ャ駅
16 北大西洋海上 アイルランド アイルランド/ベルファスト
17 フランス全域(ナント) フランス ナント
保存
18 ポー ラ ン ド オシフィエンチム ポー ラ ン ド オシフィエンチム/事件現場
19 スコ ッ トラ ン ド エディンバラ スコ ッ トラ ン ド エディンバラ/中心市街地
改修 20 ウクライナ キエフ ウクライナ キエフ/事件現場から少し離れる
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《結果》
「合致」ではアウシュビッツなどの事例に見 られるように、敷地そのものが惨劇を
継承する重要な要素 となり、高い継承性 と集客性を保持 している。
「近接」では事件現場が郊外である場合などに、集客力を保持 している都市部に博
物館が建設 されるとい う背景を持つ。敷地による継承性が弱いことか ら、建築設計
による惨劇の想起によって事件 との関係を高めてお り、ユダヤ博物館では形態や
ファサー ドが惨劇を表象している。
「遠方」では事件現場との関連性を獲得するため他のコンテクス トを援用 しており、
ヤ ドヴァシェム ・ホロコース ト・ミュージアムはユダヤ人の聖地エルサ レムに建設
することでホロコース トとの関係性 を向上させている。
またダークツー リズム ・スペ クトラムより敷地と事件現場が 「合致」するほど事件
との関わりは深 くな り、惨劇の継承性は高度化される。
エルサ レム:
標高800メ ー トルの小高 い丘 の上に
位置す る。ユ ダヤ人が住 む西エル サ
レムとア ラブ人居住 区である東エル
サ レムか ら成 り立っ。 また 、イエ ス ・
キ リス トが処 刑 された 地 でもあ り、
ユ ダヤ教 ・キ リス ト教 ・イ スラ ム教
共通 の聖地 となっている。
Higher
politicalinfluence&idgology
[高い政 治的影響]
噸織 翻鯵 ,
1
2
Lower
politicalinfluence&idgoユogy
[低い政治的影響]
、勲 塾3蝋繭 七幽h面d
【・死や「繍1こ関わる場所 】
Edhncetionorientation
[教資的志向]
Hユ5torycentric
(COロsgr-vation/Cotmeli)retive)
[歴史中心(保 護 ノ記念 的価値)]
Perceivedauthenticprgduct
interpretation
[真実 をその まま解 説]
.機駕騰 整・、
Shortertirne-scaユefr㎝the
evgnt
[出来事 からの経過 時闇は短い]
3
4
5
6
7
Entertai㎜entorientatユon
[娯楽的志向]
HeritagecentrユC
〔corm}erciaユ/romanticistn)
随 産中心く商藁的ノロマンティシズム刀
Perceivedinauthenticproduct
interpretetion
[真実 を脱却 して餌説]
Non-locutiota鶴U慮bg漉icity
[本物の場所 とは限 らないユ
Lo㎎grtitne-sealefromthe
event
[出来事か らの経過時間は長い]
SUPPly
〔non-purposefulness)
[意図的 な供給では ない ユ
8
SUPPユy
〔purposefulness)
[意図的 な供給]
Lo▼ertourユ5面nfrastracture
[ッー リズムインフラ整傭 が脆 弱] 9
Hlghertourユ5mユnfrastracture
[高度 なツー リズムインフラ整傭]
建 築的 観 点か ら敷 地
特性 に 関わ る評 価項 目
は"2""6"で あ る。
故 に ダー クツー リズ ム
に お ける建 築 の敷 地が
合 致 す る ほ どDarkest
に近 づい て い き、事件
との 関連度 は 強 くな っ
て い く。
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圏 敷地
?
口 事件現場一一
都市 ＼
畷
合致
/都 市
口 圏
近接
???
?
遠方
距離による
頒
ア ウシュ ビッツ=ビ ル ケナ ウ強制収
容所:
事件 の大 きさや被 害考数 の膨大 さか
ら、他施毅 の建毅 によ る継 承で はな
く、当時の遺構 を完全保存 す るこ と
で 、記憶 を継承 してい る。
ユ ダヤ博物館=
ダニエル ・リベ スキ ン ド般 計の 当施
設 は、郊 外に ザクセ ンハウゼ ン強制
収 容所が存在 す るが、集 客力 を保 持
す るため にベ ル リンの中心部 に建て
られた。建物 の外形や フ ァサー ドは
惨劇 を抽 象化 し表 象され ている。
アウシユビソツ尋ビノけ ナウ"悌蜥 ユ ダヤ 博 物 館
真 偽
ヤ ドヴァシェム・ホロコ ・ースト・ミュー ジ7'ム
灘
偽
　
ホロコースト
騰
ヤ ドヴァ シ ェ ム ・ホ ロ コー ス ト ・
ミュージアム:
モ シェ ・サ フデ ィ設計 でイ スラエル
に建設 され た世界最 大の ホロ コー ス
トミュージア ムであ る。事件現 場 か
らは大 き くは離れ るが、ユ ダヤ人 の
聖地 であるエル サ レム を敷 地 と して
選定す る ことで、そ の関連性 を向 上
させている。
敷地や建築 自体が当時を物
語 る重要な資料で、高い継
承性と集客力を保持 してい
るため、それ らを適切に保
存される.
事件現場が郊外の場合など
に、近接 した都市に礎設す
ることで集客力を担保。事
件現場 との関連性 は弱体化
するため、建築毅計による
関連姓の向上を図っている。
事 件現 場 との 関連性 は低 い
ため、事 件 の コンテ ク ス ト
に関連の ある敷地 を選 定 し、
それ を援 用 す るこ とで、関
速性 を向上 させている。
↓
㈱
ホ ロコー ス ト・ミュー ジアム とい う
同種 の施設 であるが 、建設 され た敷
地 な どの影響 を受 けなが ら、建築 の
性質 は変化 してい く。
高 　一
事件との関連度
低
敷地と事件現場の関係と特性
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一手 法 分 析 に あ た っ て 一
ダークツー リズムにおける建築設計手法に関する言説 を抽出し、それ らが建築
のどの部分に使われているかをまとめた。抽出された手法はその効果から以下の
の4つ に分類 した。
①惨劇を継承する 「継承的手法」、
②訪問者の追悼の念を喚起する 「追悼的手法」、
③周辺環境との調和を図る 「調和的手法」、
④ツー リズムとい う商業性を担保する 「商業的手法」の4つ に分類 した。
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～
手法 分類 建築的操作 配置計画
外観 空間
彫1・ ・サード継承空間
■
[【
追悼空間
継承的手法
事件参照
歴史/内容の表象
数字的内容の視覚化 一
形容詞的内容の表象
生存者の証言を再現
関連オ ブジェク トの踏襲
復興の軌跡
復興の軌跡を表象
防災/減災
追悼的手法
圧迫感
反復配置
視界を覆う
壁面の傾き
静寂な空間
水盤を張る
■地下化
暗闇
神聖な空間
円形
印象的な光
調和的手法周辺環境
文化/伝統を参照
地形の参照
■都市構造の反映
商業的手法連鎖的利用
追悼空聞の外部化 一
公園や広場による接続
オープンな状態 一
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4-2-2配置計画
継承空間や追悼空間、慰霊碑、遣構の配置関係 と断面構成を分析す るため、各
事例 を簡略化した断面ダイアグラムを作成 し、その特徴 ごとに表をまとめた。
《結果》
(K)単独型では継承を主 目的とした教育的な施設 として、(丁)単独型では追悼
を主 目的としたオープンな追悼施設 としての性質を帯びている。(K,T>共存型で
は継承空間や追悼空間、慰霊碑、遺構を体験す る順序や構成が計画 されている。
また継承空間はクローズな状態で、追悼空間はオープンな状態で配置されている。
単独型ではその機能に特化した施設
となっている。共存型では様々な機
能の動線計画などが為され、戦略的
な体験による継承と追悼行為が実施
される。
さらにNo.5に見 られるように慰霊碑などによって追悼空間を外部化 し、周辺
環境や離散配置における接続部分には公園や広場を配置するといった構成を取っ
ている事例もある。
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単独型:継承空聞もしくは追悼空間
のみを保持している施設
共存型:継承空聞 と追悼空閥ともに
保持している施設
集約配置:継承空間や追悼空聞、慰
霊碑、遺構が分節 されず、一っの建
築内に収まっている
離散配置:継承空間や追悼空閲、慰
霊碑、遺構が分節されている
オー プ ン=誰 もが 自由に、入場料無
しで入れ る施設
クローズ:お 金 を支払 って入場す る
一般 的な タイ プ
＼ AnAnalysisonDesignmethod
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これ らか ら有用性の高い と配置計画として、「継承空間は継承性を担保するた
めにクローズな状態で外界か ら遮断された地下空間などに配置 し、追悼空間は誰
もがいつでも利用できるようオープンで視認性の高い状態で配置する」 とい う構
成を確認できた。
また 「オープンな状態」や 「追悼空間の外部化」、「公園や広場の配置」はツー
リズムという商業性を担保するための 「連鎖的利用」を促 していると考察できる。
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磐 蠣ε .響 鰹'翼 鑓 謬聾 罵端 弗鰍 窺 。、
饗、
,ま瓢5 、」心 ♂虞..食
'灘
慰霊碑などを屠琶た追葎空間あ外蔀化
訟園や溶棚越 る接舞'演鰹磯垂、煙
と熔
口
1継承空間の地下化
連鎖的利用の促進=主 目的以外の利用、
集客力を向上、商業性を担保
継承性の向上 =静寂な継承空間を生成
L7J.… 二 ∫:噂.,,h,哨'甲 一r、
'
」
?
L__
公園は遊ぶついで
に訪問するという
可能性を生む。
!〕→M曇欝 護更
計画的
主目的
気重
← 一一 一→ オープン
展示内容
訪問動機
気持ち
簡易的
連鎖的
気軽
連鎖的利用を促す主要因として、①推設の
オープン性、②公園や広場、③周辺の観光/
商業施設との連携などが挙げられ、これら
を考慮しながら敷地や配置を計画すること
で集客力が向上する。
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4-2-3外観
《結果》
ダークツー リズムにおける建築の外観を構成する概形や ファサー ドにおいて
「継承的手法」、「調和的手法」が用い られていることが分かった。
例えば、ユダヤ博物館では概形が歪んだユダヤの星を体現し、ファサー ドにおけ
るランダムな開口はホロコース トにおける傷跡を表象 している。タイタニ ック ・ベ
ルファス トでは概形がタイタニック号の形態的模倣 となっている。またヤ ドヴァ
シェム ・ホロコース ト・ミュージアムでは巨大なヴォリュームを山に埋設すること
で地形的環境 と調和し、バンダアチェ津波博物館では水害への対策を兼ねた伝統家
屋の構成を踏襲し建物全体をピロティ化、さらにファサー ドが伝統芸能における形
態的模倣によって環境調和を図っている。
これらの手法はは、建築の外観が最も視認性の高い部分であることから、その部
分において事件の内容を抽象化し表象することで訪問者の意識を惨劇の継承や追悼
へと傾 け、またコンセプチュアルな建築を目指すことで失われた建築的合理性を周
辺環境との調和とい う形で担保するための建築的操作であると考察できる。
さらに建築自体が地下化 し、継承/追 悼行為のための静寂な空間を確保 している
事例もあり、奴隷制度廃止のメモリアルではその手法によって存在を消失させ、9
人の少女のためのメモ リアルでは地下化したうえで地形的調和を図っている。
しかし埋設 された場合でもその存在を確認できるよう、特に追悼空間においては慰
霊碑を外部に作った り、一部を地上に突出させるといった 「視認性の向上」が図ら
れている。これは追悼空間がオープンな状態を担保し、神聖な空間を生成するため
の採光手法による結果であり、アルメニア人虐殺の記念碑では追悼空間が慰霊碑と
して外部化され、3.11犠牲者のためのメモ リアルでは追悼空間の一部が地上に突
出 し、外部からの視認性を高めてるとともに、その部分から採光している。
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No.1ユダヤ樽物館
概形:歪んだユダヤの星 衰皮=ホロコーストの傷跡
外観 による継承的 手法 と調和 的手法
N。.12パンダアチェ津波博物館
概形:伝 統住宅 の構成 衰皮:伝 統 芸能 の形態
No,17奴隷制度廃止のメモリアル
地下化による静寂な空間の生成と概形の消失
地 下化 に よる概 形の消 失
No,149人の少女のため のメモ リアル
地下化による静寂な空間の生成 と概形の地形的調和
N。,6アルメニア人虐殺の記念碑
手法=追悼空間の外部化→オープンな状態を担保
形態操 作に よる視 認性 の向上
ガラス
＼
No.153.ll犠牲者 のため のメモ リアル
手法:追 悼 空聞の突出→視認性の向上、採光的側面
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4-2-4継承空間 と追悼空間
ダークツー リズムにおける建築において特徴的な空間である継承空間と追悼空
間に焦点を当て、これらに用いられている設計手法について分析を行った。
《結果》
■継承空間 ダークツーリズムにおける建築の継承空間では、惨劇の歴史/内 容、
悲 しいや苦しいなどの形容詞的内容、生存者の証言などを建築設計によって表象、
空間化 し、惨劇を継承している。
フェリックス ・ヌスバ ウム ・ハウスでは画家である彼の証言から展示空間を狭い
通路として再現、バンダアチェ津波博物館では津波の恐怖を水盤の上を貫く通路を
歩くとい う体験で表現、タイタニック ・ベルファス トではタイタニック号の造船場
の内部の形態や構成を踏襲している。また明暗による惨劇の表現も見られ、ロサン
ゼルス ・ホロコース ト・ミュージアムでは展示空間における明暗の変化が惨劇の不
合理さや悲 しみとそれか らの復興を表現 している。さらにヤ ドヴァシェム・ホロコー
ス ト・ミュージアムやカナダ戦争博物館では、壁面を傾けることによって惨劇の苦
しみを圧迫感や混乱という精神状態を与えることで表現するとともに、展示品の視
認性を高めている。
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フ ェ リ ッ ク ス ・ヌ スバ ウム ・ハ ウ ス
画家 フェ リックス ・ヌ スバ ウムの 「仕事
場は後ろに下が るスペー スも無い窮屈 な
空間」 とい う言説 を頼 りに再現。
バンダアチェ津波博物館
津波の恐怖を水盤の上の通路を通過する
体験で表現噂また上部の天窓には復興に
関わった国の国旗が飾られている。
タ イ タ ニ ック ・ベ ル フ ァス ト
壁面仕上げ材の錆びた鉄やスラブやEV
などが、造船所の空閥構成やガントリー
などの造船機器の形態を踏襲 している。
歴史の参照
ロサ ンゼル ス ・ホ ロコー ス ト・ミュー ジア ム
展示空間を巡る動線に室の明暗をグラ
デーショナルに変化させることで、事件
の闇と復興への希望を衰現 している。
明暗による表現
ヤ ドヴ ァシ ェム ・ホ ロ コー ス ト ・ミ ュー ジア ム
両側の壁が倒れ掛るように傾 くことで、
訪間者に空間の圧迫感や緊張感を与えて
いる。
両側の壁が同方向に傾くことで、訪間者
に不安定さや混乱を与えている。また展
示物の視認性を高める効果もある。
壁の傾き
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■追悼空間 ダークツーリズムにおける建築の追悼空間では、惨劇の発生 日時や
犠牲者数などの数字的内容を表象することで追悼対象の視覚化を行い、また追悼
的手法によって訪問者の追悼意識を喚起するための空間を生成することで惨劇を
継承 している。
ロサンゼルス ・ホロコース ト・ミュージアムではホロコース トによる犠牲者数
を壁面の無数の穴として視覚化 し、9人 の少女のためのメモ リアルでは犠牲者 と
なった少女の数"9人"か ら建築を構成する各部位のモジュールが決定している。
またヤ ドヴァシェム ・ホロコース ト・ミュージアムでは犠牲者の顔写真をコーン
型の筒の内側に無数に貼 ることで、虐殺 されたヨーロッパのユダヤ人のための記
念碑ではコンクリー トプロックを反復配置することで圧倒的な情報量 を与え、他
の介入を許さない自身のみの意識の存在する空間を形成 している。 さらに多くの
事例で確認できる中心性 を与える円形空間、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館
での地下化 と水盤、バンダアチェ津波博物館や3.11犠牲者のためのメモ リアル
における採光計画による象徴的な光は、追悼行為に適 した静寂で神聖な空間を生
成している。
素材に着眼するとヤ ドヴァシェム ・ホロコース ト・ミュージアムやアル メニア
人虐殺の記念碑 などでは コンク リー ト、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館や
3.11犠牲者のためのメモ リアルではガラスが使われている。 これはコンクリー ト
については色彩や重厚感によって訪問者に圧迫感を与え、ガラスについては空間
の神聖化によって追悼意識を喚起する狙いがあると考察できる。
54 AnAnalysisonDesignMethodofDarkTourism
AnAnalysisonDesignmethod
大量の犠牲者数を無
数の小さな穴として
視覚化
犠牲者数9人を空間
全体を支配するモ
ジュールへ 数字的内容の参照
犠牲者の顔写真で訪
問者の視野を覆う
コンク リー トブ ロッ
クの無数配置に よる
混乱 反 復配置
円形空間と中心に配
置された樹木による
神聖化
円形
地下化と水音による
静寂で清らかな空間
の生
地下化と水盤
最上部からの採光に
よる印象的な光
象徴的な光
慰霊碑によるオープ
ンな追悼空間の生成
慰霊碑による外部化
コンク リー トの 色彩
印象や重厚感 による
圧迫
ガラスを介 した採 光
による柔 らかな光 と
神聖化 素 材
戦争により沈んだ戦
艦が追悼対象
保存された被害ビル
の基礎部分が追悼対
象 遺構が追悼対象
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WarRemnantsMuseum
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結章
conclution
総括
展望
conclutio1ユ
《総括》
抽出されたダークツー リズムにおける建築設計手法は、①事件を表象することで
継承性を高める 「継承的手法」、②訪問者の追悼意識を喚起することで悲 しみを共有
する「追悼的手法」、③連鎖的利用の促進などツーリズムという商業性を確保する「商
業的側面」、④不合理な要素を補い建築的な合理性を確保する 「調和的側面」の4つ
に分類でき、これらの手法は建築を構成する部位によって使い分けられることを導
いた。
《展望》
我が国では東日本大震災や原子力発電所事故を経験し、その惨劇をどのように継
承していくかが広 く議論されているが、同様の議論はウクライナのチェルノブイ リ
原発事故においても為されている。当現場は観光地化によって多くの観光客を呼び
寄せたことで有名である。またチェルノブイ リ博物館では、一般的なダークツー リ
ズムにおける建築のイメージとは異なり、アーティス トによるデザインによってエ
ンターテインメン ト性に富んだ継承空間となっている。
しか し、極度に観光地化を進めたことやチェルノブイリ博物館における遺品の公
開方法が死を商用化 しているとして問題視されているという側面も存在する。これ
はダークツー リズムにおける建築は優れた建築設計だけでなく、周辺を取 り巻く
倫理的な問題も含めた総合的なデザインが求められるということを示唆している。
58 AnAnalyslsonDeslgnMethodofDarkTour玉sm
condution
2013
(年)
国連による汚染区域の
段階的回復宣誉
十,557-一一 ゲー ム 『コール オプビューテ ィー』
rST,A.LK巳R』発 売
5,500
観光 ル ー トの般 定
14,0eeUcう一一一一一ユー ロ2012開催
を轍 洩 場 匿お.け魏 鑑 地 化=
1986年4月26日 、チェルノブイ リ原子力
発 電所4号 炉で起きた事赦で 、大量の放粥線 を受
けた発電所の運転員 と消防隊員 の28名 が死 亡。
チェル ノブイ リ原子力発電所か ら半径30㎞ に住
む13万5000人 の人々が避難 し、移 住を余儀
なくされた。
当初 はゾーンへの立 ち入 りは関係者のみに限ら
れていた。月に一回程度 の関係者によるゾー ン(※
Dを めぐるツアーであ ったが、それ が大反響を呼
んだ。そ こで 「外部 の人にゾーンを見せ ることで、
放射能 の危険性に対 して正 しい認識を持ってもら
うため」として、2011Sli12月に観光客に向けたゾー
ンが解禁 され た。最近1こな り旅行会社による観 光
ツアーが組 まれてい き、現在 では多い ときで1日
約20組(300人程度)が 訪れている。
またチェル ノブイ リに対す る興 味関心を掻き立
て た の は2007年に 発 売 さ れ た ゲ ー ム
『S.T.A.LK.ER』に よるものが大 きい。 ゲームの
ス トー リーについては賛否両論あったものの、発
売以前は元住民や作業員に対す る誹膀 中傷的な発
言が多かったのに比べ 、このゲームを機に事故に
っいて積極的に語 られるようになる。
ノ女
Bニ ガヨモギの星公箇
嘉
ゾーンにおける一～
観光ルー トζ見 所
・《
「
?
チェル ノブイリ原発事故現場の観光地化計画
エン トランス
ホール
,管留 一眉
1996年に国立博物
館の認定を受けた当
施設 はゾー ンか ら収
集 され た重要な資料
が 展示 され て いる。
内部展示空間は宗教
的象徹性をによって、
客観 的展示 よりも訪
問者 の感情喚起 を重
視 した構成にな って
いる。
チェルノブイ リ博物館の概要
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■参 考 資 料
・JohnLennon,MalcolmFoley著『DARKTOURISM』CengageLearningEMEA2010
・RichardSharpley,PhilipR.Stone著『THEDARKERSIDEOFTRAVEL』Channel
ViewPublications2009
・スー ザ ン ・A・ク レイ ン 著 ,伊 藤 博 明 監 訳 『ミュ ー ジ ア ム と記 億 一 知識 の集 積
/展 示 の構 造 学 一』株 式 会 社 あ りな 書 房2009
・東 浩 紀 編 『チ ェ ル ノ ブ イ リ ・ダ ー ク ツ ー リ ズ ム ・ガ イ ド』 株 式 会 社 ゲ ン ロ ン
2013
・東 浩 紀 編 『福 島 第 一 原 発 観 光 地 化 計 画 』 株 式 会 社 ゲ ン ロ ン2013
※1チ ェル ノ ブ イ リ 立 入 禁 止 区域 。 も と も と は チ ェ ル ノ ブ イ リ原 発 の 周 囲30km
圏 の 強 制 移 住 区 域 を指 した が 、時 間 の経 過 と と も にそ の 区域 は変 化 してい る。
※ 本 論 文 の使 用 写 真 は 主 に各 博 物 館 の 公 式 ホ ー ム ペ ー ジや 建 築 家 自身 のHPよ り引
用 した 。
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資料編
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Ol ユダヤ博物館 ドイツ/ベルリン 新築
ダ ニ エ ル リベ ス キ ン ド 2001 ホ ロコ ー ス ト 1939-1945
敷地 継承空間
遠方一
追悼空間 慰霊碑 遺構
'
r「ゴ
`
'賑 メ ゾ・
.、、き 掌 ・ 二 ・._馬.『
　 な へ よ
rl;y,デド/
＼配ぐ
』
べi＼ .
ぼ　を てし 　 げ り
'夷〆 欺 ＼}ザH`噛
1二 ・1'1`ご'・1・ ・'・
慈黍 圃∵ ・鱗 .・
.争
.多
、
＼
壷
昏
i
箔 凶届
一 ・h
犠
ゴ
詩
ll".
・・'画
、　 ノ
ざ画 ＼
r・i,
?
???
?
?
㌻
・へ
??』
」??
?
?
?
.一喉 ・'i/i
、
【概要】 今日までの ドイ ツにおけ るユ
ダヤ人 の歴 史を収集 ・研 究 ・展示。 隣
接 す る1日ベ ル リン高等裁判所 建物 も博
物館 のエ ン トランスと して利 用。
【建築 的特徴 】 ■特定 のユ ダヤ 人の住
所 か ら歪 んだ ダビデ 星 を形成 し全 体の
形 態 に応 用 ■ユ ダヤ人作 曲家の未 完
のオペ ラか らセ リー コー ドを作成 しデ
ザ イ ンモ チー フに換言 ■ホ ロコー ス
トの様 々な空虚 を示す ヴォイ ドとその
連 続性 ■被 害者 のエ ピ ソー ド 「強 制
収 容所 に連 行 され る道 中で家畜用 貨車
の板 の 切れ 目か らわず か な 空が 見 え
た。」か らヴォイ ドに注 ぐ光 とい う構 成
を形成 ■庭園の49本の高い支柱が奇
妙 に傾 いて林 立 して いる状態 は、訪 間
者の方向感覚を狂わせ る。
【ま とめ】 事 件の コ ンテ クス トや被 害
者の 体験な どを参照 し、それ らを建築
の形態や 空間 のデザ インモチー フへ と
換言 してい る。
フ ェ リ ック ス ・ヌ ス バ ウム ・ハ ウス
ダニ エ ル リベ ス キ ン ド
継 承 空 間 追 悼 空 間
??
?
??
?
ドイ ツ/ベ ル リ ン 新 築
ホ ロ コー ス ト
慰霊碑
匙蜜
殴』
鷺
担
??
、
?
?
?
?
??
遺構
【概 要】 ア ウシュ ビッツ強制 収容所 で
死んだユ ダヤ系 ドイ ツ人画家 、フェ リッ
クス ・ヌ スバ ウムに関す る博物館。
【建築的 特徴】 ■外装材 が木 とシー ト
メタル 、打 ち放 しコンク リー トの3つ
の 空間構成 ■彼の 日記 にお いて 「仕
事場(絵 を書 くスペ ー ス)が あま りに
狭 く、下が るこ とも出来な い中で錯 乱
状態 にな りなが ら作品を作 った」か ら、
狭い展 示空間 と して再 現 ③ 軸の取 り
方 として美術館の 一方の面 をベル リン
1に、も う一 方を ローマ に、三番 目の面
をハ ンブルクに でヌスバ ウムはこれ ら
3つの都市で美術を学んだ)、 そ して4
番 目の 面を彼が殺 され た強制収容 所の
方向 に向 けて配 置 ④途 中の行 き止 ま
りはホ ロ コー ス トの空 虚や彼の 人生の
切断を示す。
【ま とめ】 関連す る都市 を基軸 に した
配置構 成や歴史 の参照 は根底 の継 承理
念を支 えている。
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materialS
虐 殺 され た ヨー ロ ッパ の ユ ダヤ 人 の た め の記 念 碑 ドイ ツ/ベ ル リン
ヒ。一 ター ・ア イ ゼ ンマ ン
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?
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継承空間 追悼空間
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慰霊碑 遺構
【概 要】 ベ ル リンの ブラ ンデ ンブル ク
門の南 に開設 され た、ユ ダヤ 人犠牲者
のための記念碑。1万9073㎡の敷地 に
コ ンク リー ト製 の石碑2 .711基が グ
リソド状 に並ぶ。
【建築的 特徴 】 ■都市 のグ リッ ドと重
ね合 う配置 と厚 み0.95m/横幅2.38m/
高 さ{)fn～約4.5m/間隔95cmで無限 に
反復 され る石碑 ■一見無秩序 な配 置
構成 は都 市グ リッドで支配 され てい る
(外見的安定に内在す る不安定)■ 高
密度 に反 復 され る重 厚感 のあ る石碑 は
訪 問者 に圧迫感 を与 え、他の 介入の 許
さない内省 の念 を喚起する空間を生成
【ま とめ】 「人の精神 を刺激す る高密 度
に配置 された反復 され た石碑」 とい う
乱暴な デザイ ンに対 して、都 市 グ リッ
ドを重ね 合わせ るこ とで建 築的な合 理
性 を確保 して いる。 全 く全貌 を確認 で
きない圧 迫 され た反復空 間が訪問者 の
様 々な理 解を妨 げ、ただ 内省 の念 のみ
を喚起す る。
?、
ヤ ドヴ ァ シ ェ ム ・ホ ロ コー ス ト ・ミュ ー ジ ア ム スラエル/エルサ レム 新 築
ホ ロ コー ス ト
遺構
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【概 要】 聖 地エルサ レムに隣接 し記 憶
の 山と呼ばれ るヘ ル ツルの丘 に建設 さ
れた の博物館。周辺 に は著名 人の墓や
追悼施設 が立 ち並ぶ。
【建 築的 特徴 】 ■山の 地形、周辺 の環
境 ・文化 との調 和 ■中心 を貫 く長 い
通路 に沿 って両側 に配 置 され た長方形
の展示 空 間を巡 る動線 構成 は訪 問者 に
混乱 を与 え る ■追悼 空間 では重厚感
の ある円錐形 コンク リー トボ リュー ム
が訪 問者 に覆 い被 さ り、視覚 情報 は制
限 され る。 その視覚 は内部 に無限 に反
復 され た犠 牲者 の 顔写 真の み を捉 え、
洗練 され た内省 の念 を喚起す る ■上
部 の三角 形プ リズムか ら差 し込む 光に
よ る神秘 性 を帯び、大 きく傾 斜 した コ
ンク リー ト壁は圧迫感 を与 える。
【ま とめ】 圧 倒的 な存在感 を放つ 追悼
空間、強 い軸線状 に配 置された長 い通
路 と両脇の展 示空間 と動線 計画、 これ
らに地 形 ・文化 的な調 和が建築的 な合
理性を与 える。
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ロ サ ンゼ ル ス ・ホ ロコー ス ト ・ミュ ー ジ ア ム
BelzbergArchitects
継承空間 追悼空間
一
虐殺
慰霊碑 遺構?
?
?
「?
蔑 霧
【概 要】 ロサ ンゼル スに建設 され た入
場無料 の市 民に開放 されたホ ロコー ス
トミュー ジアムで教 育的側面 が非常 に
強い。
【建築的 特徴】 ■進 行す る とともに切
り替 わ って い く公 共性 、空間 の 明暗。
まず 始め に体感す る外部空 間は公園 に
なってお り、子供 た ちの遊び 声が聞 こ
える公共性 が高 く明 るい 区画→エ ン ト
ランスの 両壁 はだ んだん と高 さを増 し
てい き、 にぎや かな公 園の風 景 と笑 い
声 が遮断 されて いく→内部 に入 り展 示
空 間 を巡 る と、その順 路に合 わせて 空
間の明 るさが変化 す る→ グラデー シ ョ
ナ ルに暗 へ と近づ く空間 は中央の折 り
返 し地点 で最大 を迎 え、再度 明へ と近
づい てい く→最後 に外部 に出れ ば、殺
害され た約i20万の子供 の追悼 と して
同数の小 さな穴 が開いた壁 に囲まれ た
区画へ→慰 霊碑 に辿 り着 き、本来 の明
る さとに ぎや か さを 体感す る ■外 部
化 され た慰霊碑。
【まとめ】 明 暗の変 化が計 画 され てい
る事例。 グラデー シ ョナル に変化 す る
空間 の明暗や公 共性、音 の変化 は訪 問
者の精 神に働 きかけ、 質の高い 内省 の
念を喚起す る。
06ア ルメニア人虐殺の記念碑1ア ルメニァ/エレバン 新築
ArthurTar㎞anyan}19951虐 殺19-20世 紀
敷地 継承空間 追悼空間 慰霊碑 遺構
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【概 要】 外 部 に慰 霊碑 と復興 碑、内部
に継承 空間 を持った アル メニア人虐殺
のた めの 施 設。毎 年4月24日 に は
1,000を超 え るアル メニア人 が この場
所 に集 ま り、追悼 の意 を捧 げる。
【建築 的特徴 】 ■虐殺 によ って失われ
た12の 町への追悼 と して、12の石碑
を円形状 に傾斜 させて配 置。求心性 を
帯びた 中心部 には追 悼の火 が とも され
る ■空に 向かって 延びた頂 点の強 調
■地形的 な調
即 、,【ま とめ】 数 字的 な内容 が簡 潔 な形 で
曖1表 現されている・視認できる外部空間
叡 レ には慰霊碑と復興碑のみを配置し、継
承空間は内部に埋設するデザイン。
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1皿aterialS
合致
広島平和記念資料館+原爆 ドー ム 日本/広島
丹下健三 戦争による原爆投下
継承空間 追悼空間 慰霊碑 遺構
!纒 一
【概要 】資料 館 と慰 霊碑 、保 存 された災
害遺構の3つ の要素を中心に構成 され
た継 承、追悼施設
【建 築的 特徴 】 ■資料 館、慰霊 碑、災
害遺構(原 爆 ドー ム)を 結ぶ軸線 ■
資料館 全体 をピロテ ィによって持 ち上
げ、その軸 線 とと もに 災害遺 構 までの
視線 を確 保す る ■慰 霊碑 の背後 には
水盤が 張 られ 、人や その他 不要 な物 質
を排除 し、災害遺構 の視認性 を高 めて
い る。
【ま とめ】 災害遺構 まで の軸 線 と視 認
性 の確保が厳格に守 られてい る。
合致
国立長崎原爆戦没者追悼平和祈念館+資料館 日本/長崎
栗生明 戦争による原爆投下
慰霊碑 遺構
【概 要】 広島平和記 念資 料館 と同類の
施設。周辺 が公園 にな ってい るため緑
化環境 を整 え ること と、追悼者 の環境
に乱 され るこ とな く静 かに祈 る静寂空
間を生成す ることが求 められた。
【建 築的 特徴】 ■地下 に埋 設 された追
悼空 間 ■周辺 を水盤 で覆 い、人や車
な どの余剰 条件を排除 す ることで静寂
空 間を生成 ■水盤 の神 聖な水 音が他
の音源 を排 除 し、追悼 の念を 喚起す る
■追 悼空 間 には 健康 的 な光 が 注 ぎ、
空 を見 るこ とがで きる構成 は唯一時 間
を認識で きることに繋 がる
【ま とめ】 訪 問者 の 内省 の念 を喚起 す
るための 空間生成 に注力が為 されて い
る。地 下 に埋設、水盤 を張 る、光 と空
はそのための手法。
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【概 要】 真珠 湾攻撃 にお いて撃沈 した
戦艦 ア リゾナ 及びその 乗組員 を追 悼す
る施 設で、継承 空間は な く、水 中に沈
んだ 戦艦の保 存 と、そ の上に建 て られ
た追悼空間 を保持 して いる。
【建築的特 徴】 ■側 面 か ら見 ると両端
が最 も高 く中央部が擁 んで い るが 、こ
れ は開戦前 のアメ リカ人の高 い誇 りと
攻撃 によ って突如折れ たア メ リカ人の
心 、そ してそ こか ら戦 争を通 して再び
終戦後 にア メ リカ人 が持 ちえた高い誇
りを表 してい る ■中央 部に ある広 間
には両側 の壁 と天井 にそれ ぞれ 大 きな
窓が7つ ずつ設置 されてお り、これ は
真珠湾攻撃 が行われ た 日付(1941年12
月7日)を 、合計21は21発 の礼砲 を
表 現 して い る ■沈ん だ戦艦 の上 に対
角に配置 され たデザ イン
【ま とめ】 災害 遺構 であ る戦艦 の上部
に建設 され た。施設 自体は追 悼のみ の
施 設だ が、その戦艦 が存在す ることで
継承施設 として も機 能 している。
【概 要】 今 日までの カナ ダにお ける戦
争の歴史を展示す る施設
【建 築的特 徴】 ■概形 が掩 体壕 のよ う
な荒 いアー チ型で、 ファサー ドの傾 斜
や荒 削 りされ た外皮 素材が戦争 の外傷
や 不合 理 性 を 体 現 す る ■「LestWe
Forget記念 して/追 悼 して」 とい う意
味 のモール ス信号 をフ ァサー ドに窓 と
して刻む ■内部 壁 の傾 斜 は訪問者 に
圧迫感や 恐怖感 を与え る
【ま とめ】 事 件 の内 容 を端 的 に フ ァ
サー ドに体現 してい る。壁 の傾斜 は訪
間者の追悼の念を喚起す る。
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11人と防災未来センター(防 災未来館、ひと未来館) 日本/大 阪 新築
昭和設計 2002 地震 1995
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【概 要】 震災 の継 承 を 目的 と した教育
施設 で、多 くの人に親 しみやす い展示
構成 や理解 を容易 にす る情報機 器の導
入 、ワーク シ ョップ の開催 、社 会見学
の受 け入れ な ど様々 な活動 が行 われ て
いる。
【建 築的 特徴】 ■時間 の中で流 行の こ
ないシ ンプルなデザ イ ン。語 り継 ぐこ
とに注力 した ことで要 点は 「継承」 を
いかに行 うかに絞 られ る ■純 粋な幾
何学形 か ら立方体 を採用 し、内部 の小
さい者か ら外部の大 きな ものに成 長 し
てい く様子 を、災害の 記憶継承 過程 と
重ね合わせ た
【ま とめ】 デ ザインで はな く直 接的 な
継承 に注力 し、展示プ ログラムや継承
のための活動 が行われ てい るこ とが 重
要 な特徴 であ る。極 めて教育 的な施設
になっている。
12 ア チ ェ ・ツナ ミ ・ミュー ジ ア ム ンドネシア/アチ 新築
RidwanKamil 2009 地震→津波 2004
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【概要 】 津波被 害を継 承 し被 害者 を追
悼 す る施設 で、将来的 な避難 所 と して
の役割 も持つ。
【建築 的特徴 】 ■ ファサー ドはアチ ェ
の伝 統的な芸能(サ マ ンダ ンス)の 特
徴 的な形 態をモ チー フと している ■
水面の上 を歩 く行為 は津 波の惨劇 を想
起 す る ■グ ラ ウン ド レベ ル は ピ ロ
テ ィで持 ち上 げ られ屋 上は直接上れ る
丘の よ うにな ってお り、将 来的 な災害
の際の避 難所 と して計 画 され てい る
■追悼空間は 円錐状の囲 われた 空間で、
無数 に反 復 され た名前 が追悼 の念 を喚
起す る ■大 きな天 窓 には災害 の復興
に関わ った全て の国の国旗 が架 け られ 、
力強い光 とともに感謝 の気持 ちや復興、
平和の意 を捧 げてい る
【ま とめ】 避難所 と しての計画 が為 さ
れ てい ること、水 面の 上を歩 く とい う
構成 に よる津 波の想 起、 ファサー ドは
ア チェの伝統 芸能や家 屋 をモ チー フを
参照 し建築的合理性 を獲得 している。
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13 ワー ル ド トレー ドセ ン ター 跡 地(グ ラ ウ ン ドゼ ロ 月 アメリカ/NY新 築
ダニエル リベスキン ド 進行中 テ・12001
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【概 要】9.11によって崩壊 した ビルの
敷地 の跡地 を、事件の メモ リアル とし
て再 建 し、且つ 商業性 を担 保す る計画
が求 められた。
【建築的特 徴】 ■継 承性 と商業性 の兼
ね合 い。その ため崩壊 した ビル の基礎
部分 を災害遺 構 と して保存 し、その他
には高層 ビルを建設 して いる。 両者 の
バ ラン スを考慮 した デザイ ン とな って
いる ■円を描 くよ うに徐々 に高 さを
増 していくビルの光景は 「自由の女神」
モ チー フ とした復 興へ の象 徴 ■崩壊
の際 に出た廃材 な どを利用 し、モニ ュ
メン トを作る
【ま とめ】 最 大の特徴 は継承 性 と商 業
性 のバ ラ ンス を考慮 した敷 地利用 計画
とな ってい る点。 その結果 が崩壊 ビル
1の基礎部 分の保存 と高層 ビルの建設 で
ある。
【概要】9.11によって亡 くな った9人
の少女 のた めの慰 霊施設 で、継承空 間
はな く、誰 もが 自由にア クセ スで き る
入場無料 の追悼空間が存在す る。
【建 築的特徴 】 ■丘に埋設 され、ス ロー
プ によって地 下まで 下 りる動線 計画
■円 形 の フ ォ ル ム と 求 心 性 ■9
フィー トの直径、通路 に配置 され た9
個 の ランタ ン、マ リア様 の前 に置かれ
た9つ のキャン ドル と27個のろ うそ く、
中心部 に植 え られ た 自然界 で唯一9つ
の葉 を持 ちそれぞれ 花 を咲 かせ るモク
レン、全体のモジ ュ・一ルが 「9」によっ
て支配 され てい る 口誰 もが入場 でき
る公共性 の高 さと周囲 に設 け られ たベ
ンチ。 あたか も公園 の プログ ラムを追
悼空 間 に応用 したか の よ うな施 設 で、
人の溜ま りが計画 され ている
【ま とめ】 公 共性 の高 さ と人 の集ま る
公園 の よ うな構成 を持つ追悼 施設。 円
形の求心性 と9が 支配す るモ ジュー ル
によって神的 な空 間を生成 している。
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15 3.11犠牲 者 のた めの メモ リア ル ペ イ ン/マ ドリー ト 新 築
estudiodearquitecturafam2007 テ ロ(列車爆破事件) 2004
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【概 要】 スペ イ ンで起 きた列 車爆破 事
件 の犠牲者 を追悼 す る慰 霊施設 で、継
承 空間は な く駅 か らダイ レク トにア ク
セ スできる追悼空間
【建築的 特徴 】 ■円柱型 の フォル ム と
内周に無数 の文章 が刻まれ たガ ラスに
よっ て作 られ た追悼空 間 ■外 部か ら
はその ガラス が存在感 を放 ち、非常 に
視 認性 の高い建 築 となって いる ■駅
に直結 とい う公 共性の高 さ故 に、入 場
自 由な オ ー プ ンな状 態 の 追悼 施 設 に
なっ ている ■暗黒 空間の なか に神 秘
的 に光 る円柱形 のガ ラス、暗 と明が 人
の生死 を表現 口高低の 変化、明暗 の
変化が訪 問者の 追悼の念 を喚起す る
■地下 に埋 設 し外 部の音 を遮断 、暗 闇
の中 に光 る神秘 的な光の 空間 とい う構
成がサ ウン ドレスな追悼空間を生成
【ま とめ】 素 材の ガラス で外部か らの
視認性 を高め 、オープ ンな状 態の追 悼
施設 で、暗 黒空 間と神秘的 な光 は訪 問
者の追悼 の念を喚起す る。
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【概 要】 タイ タニ ック号沈 没に ついて
の記念 と記憶継 承を 目的 と した教育的
な施設 で、追悼 空間は な く展示 に よる
継承空間 のみが存在す る
【建 築的 特徴】 ロフ ァサ ー ドは タイ タ
ニ ック号の概 形や素材 をモチー フ と し
て いる。建築物 の最高 点の高 さは タイ
タニック号を一致す る ■3000もの酸
化 コー トで覆 われた アル ミ製 のプ1・一
トは左右非 対称 に配 置 され てお り、多
方 向に反射 す る光 とともに、抽 象化 さ
れ た波や 白波 を表 現 してい る ■造船
場 であ る敷 地の歴史 あ る造船 風景 が内
部 ア トリウム に反 映 され て いる。エ ス
カ レー ターの配 置は スラブ、内壁仕 上
げ方 法な どはその例 であ る
【ま とめ】 タイ タニ ック号 の形態 的情
報 を建築 のデザ イ ンモチ ー フと して厳
格 に表 現 す る形態 の踏 襲が 見 られ る。
造船場 とい う事件 を想 起 させ る重要な
コンテ ク ス トも内部空 間の構成 に活か
してい る。
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17 奴隷制度廃止のメモ リアル フランス/ナ ン ト 新築
Wodiczko+BQnder 2011 奴隷貿易 1848年よ り
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【概 要】 奴隷 制度 の歴 史 を継 承す るた
めの施 設で、事件 と関連 のあ る高架 下
の残余 空間 に設 け られ た継 承空 間は入
場 自由なオープ ンな状態の継承施設。
【建 築的特 徴】 ■完 全にオ ープ ンな空
間で 、誰 もが入 場で きる継承 空間 ■
動線 に沿 って町 の中 に現れ る継承 空間
は、何 の違和感 もな く入場 す るこ とを
可能 にす る ③ 高架 下 とい う外界 か ら
適度 に遮断 され た閉鎖空 間、暗い内部 、
外側 を流れ る河 の静 かな音が訪 問者 の
追悼 の念 を喚起す る
【ま とめ】 動 線 の 軸 に 沿 っ た完 全 に
オ ー プ ンな継承 空間。違 和感 の ない、
ご く自然 な入場 が、生活 の 中での継承
を可 能にする。
18 アウシュビッツ=ビルケナ ウ強制収容所 、一ランド/オシフィエンチ 保 存
2005 虐殺 1939-1945
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【概 要】 ホロ コー ス トを継 承す るた め
に当時の 建築や遺 品が完全 保存。1979
年 に世界文化遺産登録。
【建築 的特徴 】 ■保 存 され た部分:絶
滅 施 設、囚 人 棟、バ ラ ソク、 トイ レ、
管理 局の建物 、SS衛兵棟 、連行 され た
囚人達の登録 を行った建物150と収容
所 の門、監視 塔、十数kmの 有刺鉄線、
収容所 内の道路 、ビルケナ ウ収容所 の
鉄道の引 き込み線、囚人墓地 、ガス室 、
死体焼 却室、収容 所の倉 庫、収容所 を
囲む3600本の コンク リー ト支柱、排水
溝、線路 、下水処理所、消防用 用水 地、
芝生 や樹木 ②博物 館の機 能 と ともに
「修復作 業室」 「研 究室」 な ども併設
③2号 ビルケナ ウ収容所 には犠 牲者追
悼のた めの慰霊碑が建 て られ た
【ま とめ】 最 も有効な継 承材料 とい え
る場 の一致 、当時の建 築の保 存 を完 全
に実践 してい る、極 めて継承 効果の 高
い施設。
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19 エ デ ィ ンバ ラ ・グ ラ ス マー ケ ッ ト ス コ ッ トラ ン ド 保 存
処刑場
合致
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【概要】 当時の処刑場のあ った場所 で、
処刑に使 われた設備 を部分 的に保存 し
継承 している。
【建築 的特徴 】 ■ にぎやか な場 所 に絞
首刑の さ らし台や刑 務所 な どが保存 さ
れ てい る ■遺 構 が町 の 一部 と して、
生活の一部 と して完 全 に溶 け込ん でい
る
【ま とめ】 商 業活動 の場 に保 存 され た
事件の跡 は、良 くも悪 くも完 全 に町 に
溶 け込んでいる。
2dチ ェルノブイ リ博物館 ウクライナ/キ エフ1改修
一i1992ホ ・コ ー ス ト1986
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【概 要】 ウク ライナ で起 きた原発 事故
を継承 す る施 設で、元 々消防署 だった
建物 を コンバ ージ ョン して いる。 廃炉
作業の際 の防護服 な ど多種多様 な遺品
が展示 されてい る。
【建 築的特徴 】 ■無 関係 な建物 の コン
バー ジ ョン。原発 事故 によっ て立ち 入
れ ない ゾー ンを避 け、かつサ イ トは可
能 な限 り現場 と一致 させたい とい う意
図が 見え る ■アーテ ィス トによっ て
作 られ たエ ンターテ イン メン ト性の高
い展示 空 間は、特徴的 な照明 と展示方
法 によ って 「原 発事故 は確か に存在 し
た が、専門家 の もと観測 され たデー タ
とともに現在は危 険なエ リアではな く、
世界 中か ら多 くの観 光客 を呼 び込み た
い」 とい う意志 を反映 している
【ま とめ】 特徴 的 な照 明や 展 示構 成、
テ ーマパ ークの よ うな様相 を呈 して い
る展 示空 間は、一 見未曾有の 惨劇の継
承施 設 だ とは気 づかな い。 こ こに施 設
側 の意 図が表れ ている。
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論文梗概
summary
首都大学東京大学院建築学域
平成26年度修士論文梗概
ダーク ツー リズム1
一継承
㌔
?
おける建築設計手法に関する分析
間と追悼空間に着 目して 一
■第一章 序論
1-1研究の背景 と目的
原爆 ドームやアウシュヴィッツ=ビ ルケナウ強制収容所など、歴
史的惨劇が起こった現場またはそれに関係する場所は時に観光地 と
な り多くの人が訪れる。 このような 「死や災害、またそれらを連想
させる場所を訪れる行為」は一般的に 「ダークツー リズム」 と呼ば
れてお り、ジョン ・レノンとマル コム ・フォー リーの著書 『Dark
Tourism』によって概念化された。我が国においても3.11東日本大
震災や福島第一原発事故を受けて2013年度流行語大賞候補にノミ
ネー トされるなど、その関心はより一層高まっている。
ダークツー リズムにおける訪問者の観光対象の多くは保存/修 復
された災害遺構や事件の惨劇をテーマに扱った博物館などである。
スーザン.A.クレインが著書 『ミュージアムと記憶』の中で 「ミュー
ジアムは記憶を展示物 として保存 し、記憶を固定化する。そ こで為
される主観性 と客観性の衝突はミュージアムと記憶の間に新 しい関
係性を創出するjと 述べているように、博物館は記憶の継承におい
て需要な役割を担ってお り、ダー クツー リズムにおける建築設計は
その継承を生成するためのひとつの方法であると言える。
そこで本研究ではダークツーリズムにおける建築の設計に関わる
コンテクス トやそれから為 された設計手法について分析を行 うこと
で、如何に して事件の惨劇や悲 しみの継承を行っているかを明らか
にすることを目的とする。
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1-2事例の抽出
惨劇をテーマに扱った博物館や追悼施設で、観光地化されてお り、
かつ分析すべき建築的特徴を持った新築17事例、保存された災害遺
構2事 例、改修された建築1事 例の計20事例を抽出し、建築情報と
災害情報をまとめた(表1)。
1-3分析の視点と方法
本論文ではダークツーリズムにおける建築の形成に関わる設計手
法に焦点を当てている。そこでまずダークツー リズムにおける建築
設計手法を決定するコンテクス トを第2、3章 でまとめた。そ して、
それ らを基に各事例に関する書籍や ウェブサイ トなどの言説か ら設
計手法を抽出し、分析および考察を行った。
表1対 象事例と概要
形態 No.名称 建築情報 災害情報所在国1設 計者1竣 工年 災害種別1災 害発生年
新築
F
1 ユダヤ博物館 ドイツ DanieユLibeskind 2001 虐殺 1939-1945(第二次世 界大戦 中)
2 フェ リックス ・ヌスバ ウム ・ハ ウス ドイツ DaniθlLibeskind 1998 虐殺 豆939一互945(第二次世 界大戦 中)
3 虐殺 された ヨー ロッパのユダヤ人のた めの記念碑 ドイツ PeterEisen鵬an 2005 虐殺 1939-1945(第二次世 界大戦 中)
4 ヤ ドヴァシェム ・ホロコー ス ト・ミュー ジアム イスラエル MosheSafdie 2005 虐殺 1939-1945(第二次世 界大戦 中)
5 ロサ ンゼル ス ・ホロコース ト・ミュー ジアム アメ リカ BelzbθrgArchit8cts 2010 虐殺 1939-1945(第二次世 界大戦 中)
6 アルメニア人虐殺の紀念碑 アメ リカ ArthurTarkhanyan 1995 虐殺 19世紀宋か ら20世紀初頭
7 広島平和記念資料館十原爆 ドー ム 日本 丹下健三 1955 戦争く原爆投下) 互945
8 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館十原爆資料館 日本 栗生明+栗生総合計画事務所 2003 戦争く原爆投下) 1945
9 アリゾナ紀念館 アメ リカ AlfredPreis 1962 戦争(真珠湾攻撃) 1941
10カナダ戦争博物館 カナダ Moriyama&TeshimaArchitgcts2005 戦争 カナダの戦争全般
ll 人 と防災未 来センター(防災未来館 、ひ と未 来館) 日本 昭和設計(日本設計) 2002(2003)地震 1995
12 ア チ ェ ・ツ ナ ミ ・ミ ュー ジ アム イ ン ドネ シア RidwanKamiユ 2009 津波 くスマ トラ沖地震) 2004
13 ワール ドトレー ドセ ンター跡地(クラウン ドゼロ) アメ リカ DanielLibeskind 2014 テ ロ(9.1D 2001
14M9(9人の少女のための メモ リアル) チ リ GonzaユoMardonesViviani 2011 テ ロ(9.ID 2001
正5 3.11犠牲者のための メモ リアル スペイン estudiodearquitecturafaB2007 テロ(列車爆破事件) 2004
16タイタニソク ・ベルファス ト アイル ラン ド CivicArts 2012 海難事故 1912
17 奴隷制度廃止のメモリアル フランス 晋odiczko+Bonder 2011 奴隷制度 正848年よ り継続 して行われた
保存
18 アウシュビ ッツ ・ビル ケナ ウ強制収容所 ポー ラン ド 一 一 虐殺 1939-1945(第二次世界大戦中)
19エディンバラ ・グラスマー ケッ ト スコッ トラン ド 一 } 処刑場(TheKilli㎎Time)一
改修
丁
20 チェル ノブイ リ博物館 ウクライナ
てー
1992(改修)
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■第二章 ダークツー リズムによる継承性
2-1ダークツー リズムの概要
1)定義 セン トラル ・ランカシャー大学のダークツー リズム研究機
関ではダー クツー リズムを 「死や災害、死を連想 させる場所を訪れ
る行為」と定義している。またダークツー リズムは2000年にジョン・
レノンとマルコムフォー リーの著書 『DarkTourism』によって概念
化 されたが、これより以前にも研究は為されてお り、類似 した言葉
や定義が散在 している(図1)。 それ らの中でダークツーリズムは最
も世界に普及 した言葉であるといえる。
2)起源 レノンとフォー リーによればダークツー リズムは中世頃に
行われていた聖者の殉教や埋葬地への巡礼を起源とし、現代的な死
一 原子力爆弾、大規模公害、原発事故など産業開発や技術使用の倫
理性を問う大量死 一 に対する集団的な追悼行為へと変遷 していく。
また彼 らは、その現代的なダークツーリズムの出発点として1912年
のタイタニック号の沈没における追悼行為を挙げている(図2)。
3)生成過程 事件発生か らダークツー リズム生成までの過程を図3
に示した。ここでは追悼の場 となった事件現場がメデ ィアによって
取 り上げられ、それに喚起された訪問者が増加 し、彼 らを受け入れ
る博物館が提供 されるという経過を一連の流れとして捉えている。
4)近年の動向と諸問題 ホロコース トやテロリズム、大地震や異常
気象、世界中で発生する未曾有の大量死によって、それ らを観光資
源 としたダークツー リズムは増加 していく。 レノンとフォー リーは
ダークツーリズムの認知とその増加について①メディアによる関心
の創出、②対象となる惨劇は現代技術における合理性への疑いの念を
引き起こす、③メディアによる擬似的体験では無く、現場に訪れるリ
アルな体験が社会全体に受け入れられていると指摘 している。
またダークツーリズムを構成する立場として 「(ツー リズムの)提
供者」「訪問者」「被害者やその関係者」、さらにそれらに影響 を与え
る 「メディア」の4者 の間にはダークツー リズムに対する認識の違
いが内在 している(図4)。 惨劇の場を観光地化 し、死を商用化する
ダークツーリズムは同時に倫理的な問題も孕んでいる。
2-2ダークツーリズム ・スペク トラム
ダークツー リズムにおける死 との関連度は、惨劇の継承性に大き
な影響を与える。フィリップ ・R・ス トー ンはダークツーリズムにお
ける観光地と死(事 件)と の関連度を評価するための9つ の指標を
設定 した 「ダー クツー リズム ・スペ ク トラム」を提 唱 してお り、
「Darkest」に近づくほど増していく(図5)。 例えばアウシュビッツ
=ビルケナウ強制収容所では当時の現場と建築物、被害者の遺品など
が完全に保存 されてお り、この場所におけるダークツー リズムは事
件との関連度は非常に高いと言える。
2-3継承性
ダー クツー リズムは観光とい う形式を用いることで集客性や経済
性を担保 している。また トニー ・ウォルターの言説(図6)に おいて、
ダー クツー リズムは惨劇の歴史 と悲 しみを継承す る仲介役であり、
死の生々しさを軽減する緩衝剤になると指摘 している。さらにメディ
アの発達によってその場に居合わせ なくても擬似的な惨劇の継承が
可能になった現代において、ダークツー リズムは実際の事件現場に
おいて死を体験することにその重要性がある。ダークツーリズムは
「商業性」を担保し、死に対する 「緩衝剤」としての役割を果たし、「実
体験」に基づいた惨劇の継承を提供する観光形式であると言える。
ブ ラック ・スポ ッ ト・ツー リズム
Rojek.1993
死 の ツ ー リズ ム
Seaton.ユ996
残 虐 行 為 の 遺 畜
TunbndggandAshi・ortlL1996
セ ン セ ー を ヨン 。サ イ ト
Rojek.ユ997
ダ ー ク ツ ー リズ ム
LennonandFoユey.2000
【加害者側 と被害者側 との不協 和音 を示 した】
語 られるべ き歴 史や解釈 の形態にお ける不協和 音、
相互理 解の ない事案が体 現 されてい る遺産 につい
て研 究 し、 その残虐行為 を七 類型 に分類 した。 こ
れ ら人類 の トラ ウマ的 な惨劇 は被害者 とカワ害者 と
の聞の認識の差異な どの問題 を指摘 した。
【ダー クッー リズ ムはボス トモダ ンの産物】
ユダヤ人大虚殺におけ る計画性や タイ タニ ックが
沈没 した際の技術の失敗な どが示唆す るのは、近代
性が社会 を栄 光に導 くものではな いということ。 さ
らに ボス トモダ ン文化 に 内在 した消費 は、 ダー ク
ッー リズ ムが死の商品 として、訪 問が その商品 を開
発す る行為 として認 め る商業的俺理を問 うた。
図1言 葉の変遷
図2タ イ タニ ック号沈没 の追悼 式
図4各 立場の認識差
① 事件、災害の発生
↓
② 追悼、記念の場となる
蔓
③ マスメディアによる報道
↓
④ 訪問者の増加
↓
⑤ 教育的な要楽の導入
↓
⑥ 時聞経過による歴史化
↓
⑦ 歴史を貯蔵 し公闘する施設
事件発生時は関係者や被害者に同情
する人の訪問が主となるが、次第にメ
ディアによって有名になると観光客の
訪問が増加する。二の増加は地元住民
などによる 「ガイ ド」行為を生む。そ
の後、時間経過とともに事件が歴史化
し、収集された遺品や資料などを貯蔵、
公開する施設が誕生する。
図3生 成 過程
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図5ダ ー ク ツ ー リズ ム ・スペ ク トラ ム 難 薯書rTHEDARKERSIDEOFTRAVEL』P21よll引用
惨劇
↓
ダークツー リズム
商業性を
担保
死に対する
緩衝剤 函
トニー ・ウtル ター/TonyWalter
1948年生 まれ.バ ー ス大学 の死 とおL会
セン ター の七 ンター 長.死 生学、 とりわ
け死 の社会学 の第一人者.
?
?
「人は死 を直税で きない.したが って、ダー
クッー リズ ムは生と死 の閏にあ って スク
リー ン、 もしくはク ワシ,ン の役割 を景L
た した形で人 々の死 につ いて知 ることが
できる」
図6ダ ー クツー リズ ムの継 承性
■第三章 建築による継承性
3-1ダークツー リズムにおける建築
1)定義 第二章で示 したダー クツーリズムの定義に従い、①アウシュ
ビッツ=ビルケナウ強制収容所 一No.18のような惨劇の痕跡を残す「遺
構 」、② ユ ダヤ 博 物 館 一No.1ような惨 劇 をテ ー マ に扱 っ た 「継 承 施 設 」、
③9人 の少 女 の た め の メモ リア ル ーNo.14のよ うな 死 者 の た め の 追 悼
施 設 、④ ア ル メニ ア人 虐 殺 の記 念 碑 一No.6のよ うな 追 悼 や 記 念 、 復 興
の た め の 「モ ニ ュ メ ン トjを 「ダー ク ツー リ ズ ム に お け る建 築 」 と
して定義する(図7)。
2)諸問題 遺構については南三陸町の防災対策庁舎に見られ るよ
うに、それを保存するかどうかがの問題が存在する。これは被災者
やその関係者は災害遺構は惨劇の悲 しみを想起 させるものとして忌
避 されている一方で、適切に保存 し惨劇を継承 しようと考えている
人も存在するとい うことである(図8)。またスーザン.A.クレイン
の著書 『ミュージアムと記憶』における言説(図9、引用1)において、
博物館が歴史を記憶する収集物の最終的な貯蔵庫としてのみ機能 し
ていることを危惧している。
3-2空間による喚起
ダークツー リズムにおける建築の特徴的な空間 として① 惨劇の記
億や悲 しみの継承する継承空間、②被害者への追悼を行 う追悼空間が
挙げ られる。 これらの空間では建築設計によって訪問者の継承/追
悼行為を喚起 している。例えばヤ ドヴァシェム・ホロコースト・ミュー
ジアムの継承空間では壁の傾 きによって訪問者の継承行為を、追悼
空間では被害者の顔写真が無数に配置 された円形コーン型構造物が
訪問者の追悼行為を喚起している(図10)。
3-3遺構
ダークツーリズムにおける遺構は当時の状況や被害の痕跡を継承
する重要な資料であり、適切に保存される。またダークツー リズム
における建築設計において遺構の存在は熟考されるべきコンテクス
トで、広島平和記念資料館では遺構が軸構成の起点に、ア リゾナ記
念館は沈んだ遺構の真上に建設 され、ワール ドトレー ドセンター跡
地では破壊 された ビルの基礎部分を遺構 として保存した うえで商業
性を担保す るための高層 ビルが建設 されている。アウシュビッツ=
ビルケナ ウ強制収容所では敷地や建築自体の高い継承性ゆえに完全
保存され、エディンバラ ・グラスマーケットでは保存 された遺構が
町に溶け込み、景観の一部となっている(図11)。
3-4継 承 性
遺構については 「保存jす ることで現場や遺構 自身の持つ高い継
承性を保持 している。ダークツー リズムにおける建築についてはク
レ イ ン が 『ミュ ー ジ ア ム と記 憶 』 の 中 で ル ー トヴ ィ ヒ ・カテ ル の 言
説(図9、 引用2)を紹介 しているように、「収集物の貯蔵庫 として機
能すること」に加えて 「建築自体が惨劇を物語る重要な資料である
こと」が重要であり、それらは建築設計によって獲得される。
■第四章 事例分析
4-1は じめ に
段階的な分析を行 うため、分析段階を①事件現場と実際に建物が
建て られた敷地との関係を分析する 「敷地」、②その敷地における建
物や慰霊碑、遺構の位置関係を分析する 「配置」、③建物の概形やファ
サー ドに用いられている手法を分析する 「外観」、④継承空間および
追悼空間における手法を分析する 「空間」の4つ に分割する(図12)。
ダー クツー リズムにお ける建築
1遺 構
人為災害や自然災害における
遺構
2継 承施設
戦争 、竃事 、虐殺 、平和、犯罪
など死 を連想 させる博物館
3追 悼施設
4モ ニュメン ト
慰霊碑/追 悼 碑/
(災害)記 念碑/復 興碑
【引用1】 建築という形態によつて記憶を支えて
きたミュージアムは、オブジェがたえずイメージ
に変換 されていく時代に合って液状化 している.
もはや時問とい う撫L念からは記{意に蘭わることは
な く、文化遣産 の最終的な、ヴァー手ヤルな永逮
の保管場所から、一つの客器へと、一種の暫定的
な鱒 へ と自らを難 させたのである。 誘 謂
【引用2】(そhそ れの学問における展示方法は
様々であるが とりわけ)建築芸術はミュージアム
の建物のそれ自体 によって表現 されなければな ら
ず、模型や機械や様式を示す断片が補助資料とし
て展示される、 ミュージアムはこうして、歴史の
モニュメントとしてばかりでなく、それ自体が一
っの芸術作品として も有益である。 張P31より引用
図7建 築 の定義 図9著 書 『ミュ 一ージアムと記憶』の言説
図8遺 構保存における問題
東 日本大震災における津波により、骨組みのみと
なった防災対策庁舎における保存か解体かをめ ぐ
る問題は現在も続いている。
当初は保存する予定だったが、2013年9月に
町長は 「庁舎の存在が復興事業の支障になる」 と
述べ、「災害を継承す るモニュメン トとして残 し
たい」という意向と対立 している。その後、2013
年12月に開催された第1回 宮城県震災遺構有識
者会議で、 「震災遺構の対象となる施設」となる
県内14施設の1っ となったことで、保存意向が
高まっている。
■ 継承空間
② 追悔空闇
図10ヤ ドヴァシェムにおける継承 空間と追悼 空間
中心軸線やその両側に配置さ
れた継承空間を巡 り、最後に
迫僚空間を体験す るとい う動
線計画によって、継承か ら追
悼への精神 の移行が設群 され
ている。各空間は壁の傾きや
コンクリー トの棄材感、反復
的に配置 された被害者の写真
な どによって訪問者の継承、
追悼行為を喚起している。
上)平面図
左)継承空聞
広島平葦[配念資料館
アリゾナ紀念館
遺構
ノ
図11遺 構の在 り方
【追悼対象として1
沈んだ戦艦を保存、
且つその上に追悼施般
を新築。戦艦に向かっ
て花を手向け追悼する。
【商業性とのバランス】
経済性の高い敷地の
剰用を考慮し、ビルの
基礎を遣構として保存
し高層どルを建設。
1軸線の一部1
遺構までの視線を確保するために資料館
はピロティ化され、さらに遺構が建築の軸
線構成冥素となっており新築部分、慰霊碑、
遭構が一直線で結ばれている。
M18ア ウシュビッツ=ビル ケナウ強制収容所
1完全保存】
多くの犠牲者を現場
である敷地や建築自体
を高い継承性を持った
遺構として保存。
エディンバラ・グラスマーケット
【町と間化】
処刑の際に使用され
た般傭などが町の一部
として至る所に保存さ
れている。
③外観
④空間
図12分 析 区分
①敷地 前章までの考察をもとに
ダークツー リズムにおけ
る建築を構 成するコンテ
ンツ として、事件 との関
連性 を 左右す る 「敷 地、
事件現場]、事件内容の表
象が求め られ る 「建築の
概形、 ファサー ド」、訪問
者の継承や追悼行為を喚
起す る 「継承空 間、追悼
空間」、建築設計において
重要な要棄となる 「遺構」、
さらに事例の多 くに見 ら
れる 「慰霊碑」を取り上げ、
これ らの設計手法や 関係
性を分析する。
4-2手法分析
1)敷地 各事例について敷地と事件現場の関係を①敷地 と事件現
場が一致 した 「合致」、②敷地が事件現場における都市内である 「近
接」、③敷地が事件現場における国や都市ではない 「遠方∫の3段 階
で評価 した(表2)。
「合致」ではアウシュビッツなどの事例 に見られ るよ うに、敷地
そのものが惨劇を継承する重要な要素となり、高い継承性 と集客性
を保持 している。「近接」では事件現場が郊外である場合な どに、
集客力を保持 している都市部に博物館が建設されるとい う背景を持
つ。敷地による継承性が弱いことから、建築設計による惨劇の想起
によって事件 との関係を高めており、ユダヤ博物館では形態やファ
サー ドが惨劇を表象 している。「遠方」では事件現場との関連性を
獲得するため他のコンテクス トを援用 してお り、ヤ ドヴァシェム ・
ホロコース ト・ミュージアムはユダヤ人の聖地エルサ レムに建設す
ることでホロコース トとの関係性を向上させている。またダーク
ツー リズム ・スペク トラムより敷地と事件現場が 「合致」するほど
事件 との関わりは深くなり、惨劇の継承性は高度化される(図13)。
2)配置 継承空間や追悼空間、慰霊碑、遺構の配置関係 と断面構
成を分析するため、各事例を簡略化 した断面ダイアグラムを作成 し、
その特徴ごとに表 をまとめた(図14)。
(K)単独型では継承を主 目的とした教育的な施設 として、(T)単
独型では追悼を主目的としたオープンな追悼施設 としての性質を帯
びている。(K,T)共存型では空間の特性が配置関係に影響 を与えて
おり、継承空間はクローズな状態で、追悼空間はオープンな状態で
配置されている。またNo.5に見 られるように慰霊碑などによって
追悼空間を外部化 し、周辺環墳や離散配置における接続部分には公
園や広場を配置する といった構成を取 っている事例 もある(図
15)。これ ら 「オープンな状態」や 「追悼空間の外部化」、「公園や
広場の配置」はツー リズムという商業性を担保するための 「連鎖的
利用」を促 している。
これ らか ら有用性 の高い と配置計画 として、「継承空間は継承性
を担保するためにクローズな状態で外界か ら遮断 された地下空間な
どに配置 し、追悼空間は誰 もがいつでも利用できるようオープンで
視認性の高い状態で配置する」 とい う構成を確認できた(図16)。
表2各 事例における事件現場と敷地
形艦 No,事件現婚 敷地 違方 惣 鍛目名1櫛 働 国名 都市!響細 国 櫛 慰 現場
新築
1 ホロコース ト闘漣趨 ドイツ ベル リンノフクロイッベルク区
2 ホロコース ト蘭漣銅 ドイツ 一一 一 薩了騒1
欄3 ホロコース ト闘漣厨 ドイツ ベル リン!Cor}Be窃ne博磁Be
4 ホロコース ト闘幽 ヨ イスラエル エルサレムノヘルツルの丘
5 ホロコースト閲連目 アメリカ カリフォルニア1ロサンゼルス
6 西アルメニア全域 アルメニア エレバン 7し樽
7 日本 広島県 日本 蜘 。。市 匪 ,『二, 月『1
8 日本 長崎県 日本 長崎卿長肺 農 菌
9 アメリカ ハワイ アメリカ ハワイ州〆オアフ島]嘆珠海,
3
、幽 」1-一
10カナダが関わった戦争地 カナダ
臣
オンタリオ州ノオタワ 葦
工1 日本 神戸市 日本 兵庫馴 炉市 匿 澗
12インドネシア アチェ州 インドネシア アチェ囲ノバンダアチェ 酔 雪
13アメリカ ニューヨーク アメリカ ニューヨーク'マンハッタン 医 血 」 ユ
14アメリカ ニューヨーク チリ サンティアゴ/ビタキュラ
15スペイン マ ドリード スペイン マ ドリード!アトー チャ駅 膨
■ ■
"-噌;
、鋼■
16北大西洋海上 アイルランド アイルランドノベルファスト} ミ
17フランス全域けント) フランス
一
ナント 藍 欄園
僻 18ポーランド オシフィエンチム ポーランド オシフィエンチム!事件現場 匠` 編
19スコットランド エディンバラ スコットランド エディンバラ!中心市衡地 駐
改修 20 ウクライナ キエフ ウクライナ キエフ!事件現場から少し離れる 隆為 '漣
』
罐
距離 ホロコー スト鵬
團
=鴇.團
鳳
?
?
?
?
?
、?????
撒
敷地や麓集自体が高い継淑性と集客
力を保持 しているため、それらを適 高
叢難鰹il
コンテクストに関達のある敷地を選 低
定している。
図13敷地と事件現場の関係と特性
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連嫉的利用を促
公園は遊ぶついで す 主要 因 と し
に訪問するという て、①施 殻 の可能性を生む
.
両iづ ・
オー プ ン性、②
公園や 広場、③
鳳 一鼎1麓欝 婁雛 鑛
クロー ズ ← 一 一一 一 一〉オーブン
升爾的 一 服示内容 一 簡易的
主目的 訪問動機 一 連鎖的
気■ 一 気持ち 一 気軽
な どが 拳 げ ら
れ、これ らを考
慮しなが ら敷地
や配量を計画す
ることで集 客力
が向上す る。
図15連鎖的利用の促進
一遣悼空閏のオーブン化 連鎖的利用の促進
}一慰霊碑などを用いた遣悼空閏の外部化 一主目的以外の鯛 、
一一公園や広場による接続 集客力を向上
、商業性を担保
一一継承空間の地下化 〕琳 性の向上
=静寂な継承空閉を生成
図16有用性の高い配置計画の例
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?
?
(K)単独型/集約配置 (K)単独型/離散配置
一凡例 一
x継 承空間 幽 広場や公園
丁 遣悼空闇 ロ オープンな状態
H遼 構 〔Heritage)曜クロー ズな状億
1慰 霊碑 囮 その他
?
?
?
?
?
(T)単独型/集約配置
?
?
?
?
?
?
〈K,T)共存型/集 約醒置 (K,T)共存型 ノ離散配置
図14各 事例の配置と断面構成のダイアグラム
3)外観 ダー クツー リズムにおける建築設計手法に関する言説を
抽出し、それ らが建築のどの部分に使われているかをまとめた(表
3)。抽出 された手法はその効果か ら、①惨劇 を継承する 「継承的手
法」、②訪問者の追悼の念を喚起する 「追悼的手法」、③周辺環境 との
調和を図る「調和的手法」、④ ツー リズムとい う商業性を担保する「商
業的手法」の4つ に分類 した。
この表からダークツー リズムにおける建築の外観を構成する概形
やファサー ドにおいて 「継承的手法」、「調和的手法」が用い られて
いることが分かった。例えば、ユダヤ博物館では概形が歪んだユダ
ヤの星を体現 し、ファサー ドにおけるランダムな開口はホロコース
トにおける傷跡 を表象 している。タイタニック ・ベルファス トでは
概形がタイタニック号の形態的模倣となっている。またヤ ドヴァシェ
ム ・ホロコース ト・ミュージアムでは巨大なヴォリュームを山に埋
設することで地形的環境 と調和 し、バンダアチェ津波博物館では水
害への対策を兼ねた伝統家屋の構成を踏襲し建物全体をピロティ化、
さらにファサー ドが伝統芸能における形態的模倣によって環境調和
を図っている(図17)。
これ らの手法はは、建築の外観が最も視認性の高い部分であるこ
とか ら、その部分において事件の内容を抽象化 し表象することで訪
問者の意識を惨劇の継承や追悼へと傾 け、またコンセプチュアルな
建築を目指す ことで失われた建築的合理性を周辺環境との調和とい
う形で担保するための建築的操作であると考察できる。
さらに建築自体が地下化 し、継承/追 悼行為のための静寂な空間
を確保 している事例 もあり、奴隷制度廃止のメモリアルではその手
法によって存在を消失させ、9人の少女のためのメモリアルでは地下
化したうえで地形的調和を図っている(図18)。 しかし埋設 された
場合で もその存在を確認できるよう、特に追悼空間においては慰霊
碑を外部に作った り、一部 を地上に突出させるといった 「視認性 の
向上」が図られている(図19)。これは追悼空間がオープンな状態を
担保 し、神聖な空間を生成するための採光手法による結果であ り、
アルメニア人虐殺の記念碑では追悼空間が慰霊碑 として外部化され、
3.11犠牲者のためのメモ リアルでは追悼空間の一部が地上に突出し、
外部か らの視認性を高めてるとともに、その部分から採光している。
4)空間 ダークツー リズムにおける建築において特徴的な空間で
ある継承空間と追悼空間に焦点を当て、これ らに用いられている設
計手法について分析を行った(表3)。
継承空間 ダークツー リズムにおける建築の継承空間では、惨劇の
歴史/内 容、悲 しいや苦 しいなどの形容詞的内容、生存者の証言な
どを建築設計によって表象、空間化 し、惨劇を継承 している(表3)。
フェリックス ・ヌスバ ウム ・ハウスでは画家である彼の証言から
展示空間を狭い通路 として再現、バンダアチェ津波博物館では津波
の恐怖 を水盤の上を貫く通路を歩くとい う体験で表現、タイタニ ッ
ク ・ベルファス トではタイタニック号の造船場の内部の形態や構成
を踏襲 している。また明暗による惨劇の表現も見られ、ロサンゼルス・
ホロコース ト・ミュージアムでは展示空間における明暗の変化が惨
劇の不合理 さや悲 しみとそれか らの復興を表現 している。さらにヤ
ドヴァシェム・ホロコース ト・ミュージアムやカナダ戦争博物館では、
壁面を傾けることによって惨劇の苦しみを圧迫感や混乱とい う精神
状態を与えることで表現するとともに、展示品の視認性 を高めてい
る(図20)。
表3手 法の分類
手法 分類 建築的操作 配置計画
蝿 空問
1・・サード継鮭 問 追僚空間
継承的手法
事件参照
歴史!内容の表象
概形
■
-
1
1
1■
■
数字的内容の視覚化
形容詞的内容の表象
生存者の証言を再現
関連オブジェク トの踏襲
復興の軌跡
復興の軌跡を表象
防災/減災
追悼的手法
圧迫感
反復配置
視界を覆う
壁面の傾き
一
静寂な空間
水盤を張る
地下化
暗闇
円形
印象的な光
調和的手法周辺環境
文化/伝統を参照
地形の参照
1都市構造の反映
商業的手法連鎖的利用
追悼空間の外部化
公園や広場による接続
オープンな状態
パンダアチェ津波博物鱈
概形=盃んだユダヤの墨 表皮:ホロコーストの傷跡 概形=伝統住宅の構成 表皮:伝統芸能の形態
図17外 観 に よ る継 承 的 手 法 と調 和 的 手 法
図18地 下化 による概 形の消 失
図19形 態操 作に よる視 認性の向上
ピ来
弼家フェリソクス ・ヌス
パウムの 「仕事場は後ろ
に下がるスペースも無い
窮屈な空問」という言読
を頼りに再現。
津波の恐怖を水盤の上の
通路を通過する体験で表
現鴫また上部の天窓には
復興に関わった国の国旗
が飾られている。
壁面仕上げ材の鯖びた鉄
やスラブやEVなどが、
造船所の空間構成やガン
トリー などの造船機器の
形態を踏襲 している。
図20継承空間における設計手法
追悼空間 ダークツーリズムにおける建築の追悼空間では、惨劇の
発生日時や犠牲者数などの数字的内容を表象することで追悼対象の
視覚化を行い、また追悼的手法によって訪問者の追悼意識を喚起す
るための空間を生成することで惨劇を継承している(表3)。
ロサンゼルス ・ホロコース ト・ミュージアムではホロコース トに
よる犠牲者数を壁面の無数の穴として視覚化 し、9人 の少女のため
のメモ リアルでは犠牲者 となった少女の数"9人"か ら建築を構成
す る各部位のモジュールが決定 している。またヤ ドヴァシヱム ・ホ
ロコース ト・ミュージアムでは犠牲者の顔写真をコーン型の筒の内
側に無数に貼ることで、虐殺 されたヨーロッパのユダヤ人のための
記念碑ではコンクリー トブロックを反復配置することで圧倒的な情
報量を与え、他の介入を許 さない自身のみの意識の存在する空間を
形成している。さらに多くの事例で確認できる中心性 を与える円形
空間、国立長崎原爆死没者追悼平稲 念館での地下化と水盤、バン
ダアチェ津波博物館や3.11犠牲者のためのメモ リアルにおける採
光計画による象徴的な光は、追悼行為に適 した静寂で神聖な空間を
生成 している(図2D。
素材に着眼するとヤ ドヴァシェム ・ホロコース ト・ミュージアム
やアルメニア人虐殺の記念碑などではコンクリー ト、国立長崎原爆
死没者追悼平和祈念館や3.11犠牲者のためのメモリアルではガラ
スが使われている。 これはコンクリー トについては色彩や重厚感に
よって訪問者 に圧迫感を与え、ガラスについては空間の神聖化に
よって追悼意識を喚起する狙いがあると考察できる。(図21)。
■結章
総括 抽出されたダークツー リズムにおける建築設計手法は、①事件
を表象することで継承性 を高める 「継承的手法」、②訪問者の追悼意
識 を喚起することで悲しみを共有する 「追悼的手法」、③連鎖的利用
の促進などツーリズムとい う商業性を確保する 「商業的側面」、④不
合理な要素を補い建築的な合理性を確保する 「調和的側面」の4つ
に分類でき、これ らの手法は建築を構成する部位によって使い分け
られることを導いた。
展望 我が国では東 日本大震災や原子力発電所事故を経験 し、その
惨劇をどのように継承 してい くかが広 く議論 されているが、同様の
議論はウクライナのチェルノブイリ原発事故においても為されてい
る。当現場は観光地化によって多くの観光客を呼び寄せたことで有
名である(図22)。 またチェルノブイ リ博物館では、一般的なダー
クツーリズムにおける建築のイメージとは異な り、アーティス トに
よるデザインによってエンターテインメン ト性に富んだ継承空間と
なっている(図23)。 しか し、極度に観光地化を進めたことやチェ
ルノブイ リ博物館における遺品の公開方法が死を商用化していると
して問題視 されているとい う側面も存在する。これはダー クツー リ
ズムにおける建築は優れた建築設計だけでな く、周辺 を取 り巻く倫
理的な問題 も含めた総合的なデザインが求められるとい うことを示
唆 している。
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全て可動停止状態
段階的回復宣言
槻光ルー トの設定
1虫OG〔}く人 一一一一ユーP2012開催
簾 敢親翔暖 お ける観光地イビゾ1憎.「、{-.
1986年4月26日 、チェルノブイリ原子
力発電所4号炉で起きた事故で、大量の放射線
を受けた発電所の運転員 と消防隊員の28名 が
死亡。チェルノブイ リ原子力発竃所から半径3
0㎞に住む13万5000人 の人々が避難し、
移住を余儀なくされた。
当初はゾーンへの立ち入りは関係者のみに限
られていた。月に一回程度 の関係者によるゾー
ン(※1)をめぐるツアーであったが、それが大
反響を呼ん起 そこで 「外部の人にゾーンを見
せることで、放射能の危険性に対して正しい認
識を持ってもらうため」として、2011年12月に
槻光客に向けたゾーンが解禁された。最近にな
り旅行会社による観光ツアーが組まれていき、
現在では多いときで1日約20組(300人程度)
が訪れている。
またチェルノブイリに対す る輿味関心を掻き
立 て た のは2007年に 発売 され た ゲ ー ム
『S,T,A,LK巳期 によるものが大きい。ゲームの
ス トー リーにっいては賛否両論あったものの、
発売以前は元住民や作業員に対する誹諺中傷的
な発言が多かったのに比べ、このゲームを機に
事故にっいて積極的に語られるようになる。
ゾー ンにおける
観光ルートと見所
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図22チ ェル ノブイ リ原発事故現場 の観光地 化計画
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図23チ ェル ノブ イ リ博物館 の概 要
リンゴの木1F
2F楽 「チェル'プィリ・ダー ク ッー リズム・ガイドSP43より引用
エン トランス
ホール
漢珍調
受付
1996年に国立博物
館の認 定を受 けた当
施設 はゾーンか ら収
集 され た重 要な資料
が展 示 され て い る。
内部展示空 間は宗教
的象徴性をによって、
客観的展示 よ りも訪
問者の 感情 喚起を重
視 した 構成 にな って
いる。
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